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常
恒
不
断
の
光
明
に

我
等
が
意
志
は
重
化
せ
ば

作
佛
度
生
の
願
み
も
て

聖
意
現
は
す
身
と
は
な
る



不
断
光

意
志
霊
化

不
断
光
の
本
證
は
法
界
周
偏
に
し
て
又
人
の
意
志
に
賞
現
し
て
不
断
の
霊
的
活
動
と
な
る
。

斯
不
断
光
と

一
致
せ
る
意
志
は
大
菩
提
心
な
り
。
菩
提
心
は
高
等
の
道
徳
心
に
し
て
劣
等
な
る
我
意
感
情
を
制
し
て

自
由
な
ら
し
む
る
意
志
な
り
。
斯
光
は
善
悪
を
双
照
し
、
悪
は
目
的
に
背
く
が
故
に
排
除
し
善
は
如
末
の
目
的
に
随
順

す
る
が
故
に
善
に
進
む
。
之
に
よ
り
て
自
由
意
志
あ
り
。

不
断
光
は
人
の
意
志
に
封
し
て
心
霊
を
照
す
。

自
己
の
熟
考
と
な
り
周
到
級
密
の
注
意
は
人
の
意
志
に
現
る
ゝ
不
断
光
な
り
。
人
未
だ
斯
光
に
霊
化
せ
ず
盲
動
的
に

意
志
を
活
動
す
る
が
故
に
貪
瞑
嫉
惜
等
と
嚢
動
す
。
之
が
篤
に
修
身
相
復
す
可
か
ら
ぎ
る
讐
を
作
る
に
至
る
如
き
は
蓋

し
不
断
に
活
動
す
る
心
意
の
緊
密
な
る
注
意
快
乏
す
れ
ば
な
り
。
注
意
の
快
乏
し
た
る
時
に
忽
ち
に
感
情
は
逸
し
て
専

横
に
盲
動
す
是
失
敗
の
原
因
な
り
。
然
れ
ど

，
其
根
底
を
探
る
時
は
全
く
不
生
不
断
の
意
志
を
統
御
す
べ
き
光
な
き
が

故
な
り
。
不
断
の
光
が
厳
密
な
る
注
意
と
し
て
自
己
を
返
照
せ
ば
道
徳
的
行
篤
に
於
て
隕
き
は
せ
ま
じ
き
も
の
を
。
不
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断
光
の
要
素
た
る
紳
聖
の
光
が
人
の
意
志
を
照
し
て
、
我
意
罪
悪
が
我
を
汚
し
て
闇
黒
に
誘
引
す
る
結
果
の
責
に
恐
る

べ
き
を
先
見
す
る
事
あ
ら
ば
背
く
ま
じ
き
も
の
を
。

自
己
の
意
志
を
統
御
す
べ
き
心
霊
は
印
ち
如
末
の
紳
聖
の
光
に
よ
り
て
理
性
の
光
と
し
て
自
己
の
す
べ
て
の
精
神
活

動
を
統
御
す
る
も
の
な
り
。
常
恒
不
断
に
自
我
の
光
明
昭
々
と
し
て
照
ら
し
、
紳
聖
に
し
て
侵
す
可
か
ら
ぎ
る
統
治
の

有
る
あ
ら
ば
、　
一
個
人
の
政
治
は
能
く
治
ま
り
て
常
に
不
和
に
し
て
闘
評
は
有
る
ま
じ
き
も
の
を
。
人
の
心
意
は
常
に

不
断
に
活
動
し
念
々
生
滅
し
て
間
断
あ
る
こ
と
な
し
。
外
界
に
は
心
を
刺
戟
し
て
感
覺
あ
り
又
罪
悪
に
誘
惑
す
る
の
機

會
充
滞
せ
り
。
最
も
輩
固
に
し
て
不
断
に
注
意
の
光
を
以
て
不
断
に
念
々
を
照
し
て
之
を
統
べ
て
善
道
に
向
は
す
る
に

非
れ
ば
は
し
な
く
も
或
は
感
覺
の
妄
塵
に
染
汚
せ
ら
れ
、
又
は
三
悪
四
趣
の
意
志
に
迷
惑
し
て
、
霊
的
聖
道
を
失
ふ
の

憂
な
き
を
保
せ
ず
。
之
に
封
し
て
向
上
の
進
路
を
照
す
も
の
は
不
断
光
の
注
意
力
な
り
。

人
の
精
神
は
常
恒
不
断
の
活
動
に
し
て
生
滅
憂
易
常
な
き
心
意
が

一
定
せ
る
目
的
に
達
せ
ん
と
欲
せ
ば
其
の
根
底
を

撃
固
に
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。
例
へ
ば
大
反
大
建
築
物
を
建
設
せ
ん
と
欲
す
る
に
は
其
の
表
面
に
現
は
れ
ざ
る
慮
の
基
礎



を
堅
牢
に
せ
ざ
る
可
ら
ず
。
人
世
に
立
つ
て
一
事
業
を
成
功
せ
ん
と
す
れ
ば
必
ず
其
の
意
志
の
根
底
を
輩
固

に
す
べ

・し
０然

る
に
人
心
殆
（あ
ゃ
う
）
し
。
人
の
心
念
は
念
々
に
生
滅
し
刹
那
々
々
に
異
憂
す
。
自
己
の
意
志
巳
上
の
に
其
の
基

礎
を
立
つ
べ
し
。
印
ち
家
屋
は
建
築
の
地
ぎ
や
う
を
地
盤
か
ら
築
き
立
つ
る
時
は
傾
動
の
怖
な
き
が
如
く
、
人
の
心
意

の
根
底
は
一
大
心
霊
な
る
如
末
の
常
恒
不
動
の
大
聖
意
に
依
つ
て
之
を
基
礎
と
す
べ
し
。
如
末
不
断
光
の
要
素
た
る
紳

聖
は
員
理
に
し
て
員
理
は
永
久
不
動
の
理
性
な
り
。
人
は
自
己
の
心
念
無
常
選
流
の
頼
む
可
か
ら
ざ
る
を
自
覺
し
、
又

我
な
る
も
の
は
自
分
勝
手
な
れ
ば
自
己
の
都
合
に
よ
り
て
韓
興
す
る
も
の
な
り
。
己
が
意
に
適
す
れ
ば
非
理
な
る
事
に

も
是
認
し
己
が
意
に
適
せ
ざ
る
時
に
は
理
あ
る
事
を
も
憤
斥
す
。
如
末
は
員
理
の
本
な
れ
ば
ヽ
員
理
の
光
明
が
不
断
に

自
我
を
照
見
す
る
事
を
知
る
時
は
、
他
人
の
是
を
も
自
己
の
非
を
も
誤
り
な
く
知
見
し
、
基
礎
た
る
如
末
の
紳
聖
の
光

明
に
由
て
自
他
に
封
す
。
又
時
間
的
に
も
人
の
心
意
は
念
々
に
生
滅
し
今
年
の
我
は
去
年
の
我
に
非
ず
。
順
境
の
我
逆

境
の
我
と
を
異
に
し
、
成
功
の
朝
の
我
と
失
敗
の
夕
の
我
は
異
れ
る
我
の
観
あ
り
。
己
を
判
断
す
る
我
と
他
人
を
批
判

す
る
我
と
は
全
く
同
じ
き
に
あ
ら
ぎ
る
は
蓋
し
無
常
遷
流
の
心
念
た
る
我
な
り
。
此
の
生
滅
常
な
き
我
を
基
礎
と
す
る

時
は
人
心
是
殆
（あ
ゃ
う
）
し
で
あ
る
。
然
れ
ど
も
此
根
底
な
る
大
我
印
ち
如
来
の
永
久
不
動
の
員
理
よ
り
不
断
の
光
明
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を
以
て
我
意
志
の
基
礎
と
し
、
此
の
不
断
の
光
明
を
意
志
の
根
底
と
し
て
我
を
統
御
し
我
を
指
導
し
我
を
判
断
し
我
生

命
と
し
我
活
動
と
す
る
時
は
、
我
盆
々
向
上
し
修
局
に
趣
く
虎
必
ず
至
善
な
ら
ん
。

世
に
偶
々
偶
然
に
も
貧
兄
よ
り

一
躍
し
て
亘
萬
の
産
を
作
り

一
世
に
豪
商
の
名
馨
を
赫
々
た
ら
し
む
る
あ
れ
ば
、
我

も
亦
彼
の
如
く
に
続
倖
を
得
ま
ほ
し
く
希
ふ
も
の
あ
り
。
之
を
羨
望
し
自
己
も
か
ゝ
る
幸
運
を
得
ん
と
希
ふ
は
甚
だ
非

な
り
。

抑
も
他
人
の
成
功
は
偶
然
の
結
果
に
あ
ら
ず
。
人
事
如
何
に
馴
少
の
事
た
り
と
も
其
の
原
因
な
き
結
果
あ
ら
じ
。
荀

も

一
事
業
に
就
き
て
成
功
せ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
必
ず
其
の
意
志
に
於
て
其
の
目
的
に
向
つ
て
不
断
の
意
志
力
を
以
て
不

断
の
光
と
不
断
の
熟
考
と
不
断
の
意
力
を
之
に
注
ぐ
に
あ
ら
ざ
れ
ば
成
り
難
し
。

人
は
意
志
の
散
漫
、
横
恣
私
慾
の
盲
動
に
結
果
の
賞
を
得
る
事

有

ら

ん
や
。
見
よ
農
家
の
田
園
雑
草
恣
に
夏
繁
せ

ば
、
如
何
な
る
沃
地
た
る
も
か
ゝ
る
田
園
に
善
果
を
攻
穫
す
る
事
あ
ら
ん
や
。
米
果
の
如
く
人
を
稗
盆
す
る
草
賓
は
耕

転
播
種
栽
培
の
丹
誠
な
る
結
果
な
ら
ぎ
る
な
し
。
人
荀
く
も
自
己
の
目
的
を
成
就
し
成
功
し
て
功
逐
げ
名
を
成
す
に
、



皆
不
断
の
意
志
力
を
自
己
の
目
的
に
向
つ
て
用
ひ
た
る
結
果
な
ら
ぎ
る
な
し
。

人
の
心
意
は
甚
だ
御
し
難
し
。
漫
り
に
感
覺
亦
感
情
の
篤
に
動
か
さ
れ
て
之
に
盲
動
せ
ば
何
事
に
か
成
功
の
望
あ
う

ん
。
不
断
の
活
動
と
云
ふ
も
、
目
的
に
向
つ
て
光
明
あ
る
不
断
の
活
動
に
し
て
、　
一
定
の
目
的
に
向
ひ
、
之
を
障
凝
す

る
虎
の
一
切
の
妨
害
を
排
除
し
て
、
専
心
無
二
に
一
の
事
業
に
不
断
の
意
志
を
注
ぎ
、
此
に
は
殆
ん
ど
名
状
す
可
ら
ざ

る
苦
心
辛
苦
萬
難
を
経
て
始
め
て
之
に
達
す
べ
き
も
の
な
り
。
経
に

「
心
を
一
虎
に
制
す
る
時
は
事
と
し
て
排
ぜ
ざ
る

な
し
」
と
。
他
人
の
成
功
談
を
聞
き

一
時
の
感
情
の
篤
に
煽
動
せ
ら
れ
て
自
己
の
成
功
を
望
む
如
き
は
成
功
不
可
能
な

り
。
不
断
の
意
志
は
決
し
て
表
面
に
あ
ら
は
さ
ず
し
て
深
き
意
志
の
内
面
に
活
動
す
る
不
断
の
努
力
こ
そ
や
が
て
一
大

事
業
を
成
功
せ
し
む
る
原
因
な
り
。
若
し
く
は
政
治
家
又
は
宗
教
家
又
は
賓
業
家
等
そ
の
何
た
る
を
間
は
ず
、
各
其
事

業
の
篤
　
其
目
的
の
篤
に
、
不
断
の
意
志
専
ら
此
を
修
め
、
こ
の
目
的
を
達
せ
ざ
れ
ば
や
ま
ず
と
の
大
決
心
を
要
す
。

宗
教
の
霊
的
意
志
を
成
さ
ん
が
篤
に
は
、
不
断
光
の
観
念
念
々
に
離
れ
ず
い
常
恒
不
断
に
心
念
工
夫
を
凝
ら
し
、
不

断
の
修
養
は
自
己
の
意
志
を
霊
化
す
る
の
第

一
義
な
り
。
若
し
心
に
間
断
あ
る
時
は
成
功
し
が
た
し
。

一
五
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未
だ
光
明
な
き
決
心
は
盲
動
的
に
し
て
、
自
ら
是
と
認
め
た
る
も
、
若
し
不
断
光
に
よ
り
て
自
己
を
返

照

す

る
時

は
、
昨
日
の
是
は
今
日
の
非
と
明
ら
む
。
斯
る
決
心
は
其
結
果
如
何
を
自
間
自
答
し
て
、
既
往
の
非
を
自
覺
し
た
の
で

自
己
の
決
心
は
動
か
さ
ざ
る
を
得
ず
。
決
心
は
不
断
の
意
志
の
修
練
に
よ
り
て
成
立
し
、
決
心
已
に
立
つ
時
は
其
決
心
・

よ
り
嚢
す
る
意
志
は
不
断
に
其
の
決
心
に
随
順
す
。
自
己
の
決
心
は
自
己
の
心
の
常
恒
に
し
て
不
断
印
ち
不
生
の
決
心

な
り
。

光
明
中
の
決
心
は
間
の
意
志
に
破
ら
る
ゝ
も
の
に
あ
ら
ず
。
盲
目
的
意
志
決
定
は
必
ず
光
明
の
篤
に
破
ら
る
。

意
志
薄
蒻
な
る
人
は
自
ら
決
心
す
る
事
に
躊
躇
す
。
自
ら
決
心
す
る
事
能
は
ざ
る
も
の
は
何
ぞ
や
。
意
志
の
鍛
錬
未

熟
な
る
に
よ
る
。
意
志
の
鍛
錬
は
印
ち
不
断
光
な
り
。
此
不
断
光
と

一
致
す
る
意
志
は
翠
固
な
る
が
故
に
員
勇
氣
な
る

が
故
に
決
心
明
了
な
り
。
決
心
の
自
ら
制
然
た
る
と
否
と
は
不
断
光
を
得
る
と
否
と
に
あ
り
。
他
に
原
因
あ
る
な
し
。

意
志
の
不
断
光
は
吾
人
が
運
命
を
左
右
す
る
原
因
な
り
。

意
志
は
常
恒
不
断
の
活
動
的
心
用
と
す
れ
ば
、
不
識
的
な
る
と
意
識
的
な
る
に
拘
ら
ず
意
志
に
離
れ
た
る
心
あ
る
こ



と
な
し
。
故
に
不
断
な
り
。

此
の
不
断
の
意
志
に
盲
動
と
明
動
と
あ
り
。
盲
動
と
は
不
識
的
意
志
を
云
ふ
に
あ
ら
ず
。
理
性
の
光
明
を
離
れ
た
る

意
志
の
活
動
な
り
。
意
志
の
鍛
錬
と
は
意
志
に
不
断
の
光
明
を
得
る
に
あ
り
。
人
の
品
性
も
人
格
も
此
光
の
光
動
と
盲

動
と
の
如
何
に
よ
る
。

た
と
ひ
如
何
に
よ
く
働
く
と
も
私
慾
肉
慾
の
盲
欲
の
動
機
に
よ
り
て
働
く
も
の
は
高
等
な
る
人
格
と
云
ふ
事
を
得
べ

け
ん
や
。
人
格
も
品
性
も
成
功
も
自
治
も
鍛
錬
せ
る
意
志
印
ち
不
断
光
的
活
動
の
結
果
に
外
な
ら
ず
。
人
の
人
格
成
功

等
が
表
面
に
現
る
る
に
就
て
は
其
裏
面
に
常
恒
不
断
永
へ
に
燃
え
つ
ヽ
あ
る
意
志
の
光
が
離
る
可
か
ら
ず
。

不
断
の
光
に
し
て
常
へ
に
意
志
に
輝
く
時
は
、
自
由
自
在
に
之
を
操
縦
し
其
の
便
宜
に
随
つ
て
機
に
臨
み
憂
に
應
じ

て
無
碍
自
在
を
得
べ
し
。

意
志
の
鍛
錬
印
ち
精
神
の
光
明
な
る
が
故
に
、
斯
光
明
加
は
ら
ん
か
、
如
何
な
る
危
機
に
虚
す
る
も
身
を
誤
る
如
き

の
虞
な
し
。

此
光
明
は
自
我
が
肉
慾
を
支
配
す
る
が
故
に
、
肉
我
は
如
何
な
る
危
機
に
際
し
て
ヽ
身
を
誤
る
の
恐
れ
な
く
、
又
失

意
の
境
に
立
つ
と
も
失
望
落
騰
の
場
合
に
も
自
ら
悲
に
沈
愉
す
る
事
な
く
、
た
と
ひ
娘
難
辛
苦
に
會
ふ
と
も
自
ら
昏
迷
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し
て
篤
す
を
知
ら
ざ
る
如
き
の
愚
を
演
ず
る
無
き
に
至
る
は
何
ぞ
や
。
斯
光
は
人
の
精
神
の
奥
な
る
員
我
を
喚
起
し
、

員
我
が
能
く
我
を
保
護
し
大
に
慰
藉
を
典
へ
、
又
員
我
が
肉
我
を
指
導
し
て
常
に
善
道
に
導
く
。
自
己
を
反
省
し
て
議
一

を
韓
じ
て
稲
と
な
し
、
晴
中
に
一
道
の
光
を
典
ふ
る
も
の
は
不
断
光
な
り
。

意
志
の
鍛
錬
と
云
ふ
こ
と
と
不
断
光
に
盤
化
す
と
云
ふ
こ
と
は
同

一
な
れ
ど
も
、
宗
教
的
に
云
は
ば
雲
化
と
云
ふ
。

不
断
光
に
盆
々
鍛
錬
す
れ
ば
爾
々
意
志
の
緻
密
と
な
る
。
共
鍛
錬
と
不
断
と
の
精
神
状
態
を
物
理
的
に
例
せ
ば
、　
一

切
の
物
質
に
は
分
子
と
分
子
と
の
室
隙
あ
り
、
彼
の
鐵
の
如
き
鑽
鐵
は
至
つ
て
其
相
抱
合
せ
る
空
隙
粗
大
な
れ
ど
も
鍛
一

錬
し
て
鍍
滓
を
除
去
す
る
に
随
つ
て
盆
々
緻
密
な
り
。
能
く
鍛
練
し
た
る
鐵
が
名
刺
と
成
る
如
く
、
之
を
意
志
の
鍛
錬
一

盆
々
進
む
時
は
、
意
志
の
活
動
間
断
な
く
光
明
態
と
な
る
。
其
の
分
子
の
抱
合
最
も
緻
密
な
る
は
白
金
黄
金
等
な
り
。

其
の
密
接
の
度
に
随
つ
て
又
光
澤
度
も
張
し
。
人
の
意
志
室
隙
な
き
光
明
は
其
精
神
道
徳
的
光
明
と
し
て
紳
聖
侵
す
可

ら
ざ
る
精
神
態
と
な
る
な
り
。

何
人
も
道
徳
意
志
な
き
に
あ
ら
ず
。
然
れ
ど
も
横
恣
散
漫
に
し
て
私
慾
の
篤
に
塞
閉
せ
ら
れ
て
、
霊
光
に
間
断
の
度

よ
な
れ
ば
、
遂
に
不
生
精
神
を
し
て
盲
動
せ
し
め
て
其
の
習
慣
が
党
に
光
明
を
覆
ふ
。
人
に
賢
と
愚
と
分
る

ゝ
所
以

は
、
光
明
的
意
志
の
不
断
と
間
断
の
度
の
如
何
に
由
る
の
み
。
凡
人
と
雖
も
光
明
的
意
志
無
き
に
非
ず
。
然
れ
ど
も
ま
，



こ
と
に
間
隙
ば
か
り
に
し
て
忽
ち
に
闇
と
な
る
。
八
億
念
々
の
中
に
光
明
生
活
は
極
少
時
に
し
て
餘
は
盲
動
な
り
。
賢

人
は
光
明
に
室
隙
の
少
な
き
な
り
。
人
格
の
回
満
と
園
満
を
快
く
と
云
ふ
も
亦
然
り
。
能
く
意
志
の
鍛
錬
よ
く
成
熟
せ

る
人
は
意
志
が
空
間
的
に
杢
隙
な
き
光
明
あ
る
も
の
な
り
。

意
志
が
空
間
と
時
間
と
に
於
て
間
断
な
き
霊
光
熾
然
た
る
も
の
は
賢
人
な
り
。
盲
動
な
る
は
愚
人
な
り
。
藤
に
正
念

相
績
と
云
ふ
は
意
志
不
断
光
な
れ
と
の
義
な
り
。
念
佛
念
々
不
捨
離
、
憶
念
不
断
と
云
ふ
も
不
断
的
意
志
な
ら
し
む
る

た
め
な
り
。

意
志
の
空
間
的
光
明
の
回
満
と
は
慈
悲
、
智
慧
、
安
忍
、
克
己
、
剛
毅
等
の
諸
の
道
徳
の
完
全
な
る
を
云
ふ
。
或
は

智
慧
あ
れ
ど
も
慈
悲
を
快
き
剛
毅
な
る
も
忍
辱
を
な
す
こ
と
能
は
ざ
る
如
し
。
几
て
の
道
徳
に
於
て
快
乏
な
き
を
空
間

的
の
間
断
な
き
も
の
と
云
ふ
。

不
生
是
道
と
は
不
断
光
意
志
に
常
に
輝
き
つ
ゝ
あ
る
時
不
生
是
道
な
り
。

世
に
賢
人
と
愚
人
と
、
君
子
と
小
人
と
の
分
る
ゝ
所
以
の
も
の
は
意
志
活
動
の
盲
動
と
明
動
と
の
別
な
る
に
よ
る
。

一
五

五
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人

一
日
一
夜
八
億
の
念
あ
り
。
小
人
と
雖
も
道
徳
的
光
明
の
意
志
の
嚢
せ
ざ
る
は
な
か
ら
ん
。
然
れ
ど
も
是
電
光
の
如

く
暫
時
に
し
て
忽
ち
に
治
失
す
。
八
億
の
念
々
を
常
恒
に
照
し
て
太
陽
の
如
く
な
る
は
、
印
ち
不
断
光
に
由
て
活
動
す

る
意
志
な
り
。
念
々
常
に
清
澄
な
る
泉
の
流
出
す
る
は
君
子
な
り
。
濁
水
な
ら
ば
小
人
な
り
。

全
く
不
断
光
が
自
己
の
意
志
に
能
動
的
に
嚢
動
す
る
に
非
ざ
れ
ば
員
の
不
断
光
の
意
志
に
あ
ら
ず
。
例
へ
ば
他
人
の

徳
行
光
輝
赫
々
た
る
の
名
春
を
稀
せ
ら
る
ゝ
を
聞
い
て
、
己
も
亦
同
じ
く
名
春
を
貪
る
が
篤
に
一
時
感
情
を
起
し
、
又

他
人
の
勝
れ
た
る
を
羨
ん
で
一
時
の
勉
張
を
急
に
思
ひ
立
つ
如
き
は
決
し
て
自
己
の
意
志
不
断
光
に
あ
ら
ぎ
る
な
り
。

不
断
光
は
自
己
の
員
髄
意
志
よ
り
能
動
的
に
活
動
す
る
義
な
り
。
謂
ゆ
る
中
庸
偏
よ
ら
ず
。
僑
な
ら
ぎ
る
な
り
。
或

時
は
長
敬
す
べ
き
君
子
た
る
如
く
或
時
は
卑
賤
す
べ
き
小
人
た
る
如
き
は
全
く
意
志
の
統

一
を
快
き
た
る
な
り
。
不
断

光
無
き
が
故
な
り
。
又
己
が
情
に
適
ふ
人
に
封
し
て
と
情
に
適
せ
ざ
る
人
に
封
す
る
と
共
姿
色
を
異
に
す
る
如
き
は
、

是
感
情
の
篤
に
意
志
の
中
庸
を
奪
は
れ
た
る
も
の
な
り
。

中
庸
に
、
爵
課
を
も
辞
す
べ
し
自
双
を
も
踏
む
べ
し
中
庸
を
ば
能
く
す
べ
か
ら
ず
と
。
人
は
一
時
の
感
情
に
て
如
何

な
る
名
春
を
も
爵
位
を
も
動
賞
を
も
感
情
興
奮
せ
る
時
は
之
を
辞
す
る
事
も
あ
る
べ
し
。
亦
白
双
石
火
の
下
を
も
敢
て

恐
れ
ざ
る
事
も
あ
る
べ
し
。
然
れ
ど
も
此
等
は
唯

一
時
の
感
情
の
興
奮
が
動
機
と
な
り
て
敢
篤
せ
し
事
な
れ
ば
是
れ
不



生
の
事
に
非
ず
。
人
は
不
生
不
断
に
冷
静
な
る
意
志
よ
り
活
動
せ
る
に
非
ざ
れ
ば
中
庸
な
る
事
能
は
ず
。
過
不
及
な
き

中
席
は
印
ち
不
断
光
の
意
志
活
動
な
り
。
意
志
は
中
庸
な
れ
。
大
敵
に
も
恐
る
ゝ
勿
れ
。
小
敵
を
侮
る
勿
れ
。
外
界
の

刺
戟
の
篤
に
動
か
さ
る
ゝ
勿
れ
。
不
断
中
席
な
る
意
志
鍛
錬
す
る
時
は
外
界
の
刺
戟
に
封
し
て
驚
動
せ
ら
れ
ず
、
誘
惑

せ
ら
れ
ず
。
君
子
の
中
庸
に
安
立
す
る
は
是
不
断
光
の
賜
な
り
。

人
の
心
意
の
勢
力
は
不
断
活
動
な
る
意
志
の
力
な
り
。
能
動
的
に
比
不
断
嚢
動
の
意
力
を
積
累
す
る
時
は
非
常
の
心

力
を
起
す
。
喩
へ
ば
蒸
氣
力
充
賓
す
る
が
如
く
精
神

一
到
何
事
か
成
ら
ざ
ら
ん
。
不
断
意
志
力
の
不
撓
不
断
勇
猛
進
趣

あ
ら
ば
如
何
な
る
事
業
か
成
就
せ
ざ
る
べ
き
ぞ
。
西
哲
が

「意
志
力
は
萬
能
な
り
。
以
て
金
鐵
を
も
破
る
可
く
以
て
山

岳
を
も
動
か
す
に
足
る
可
く
、
以
て
人
心
を
感
激
驚
動
せ
し
む
る
に
足
る
可
し
。
た
と
ひ
天
地
に
隆
替
あ
る
も
意
志
の

力
は
三
軍
の
力
を
以
て
奪
ふ
事
能
は
ず
。
あ
ら
ゆ
る
人
間
走
會
の
動
機
は
一
と
し
て
蚊
に
萌
芽
せ
ぎ
る
も

の
な
し
」

と
。
意
志
を
し
て
最
も
不
断
密
厳
な
る
力
を
充
賓
せ
し
め
て
、　
一
竃
の
間
断
な
く
金
剛
の
如
く
に
輩
固
な
ら
し
む
る
時

は
、
金
鐵
を
も
碑
く
べ
し
。
火
も
焼
く
事
能
は
ず
、
水
も
漂
す
事
能
は
ず
、
刀
双
も
割
く
事
能
は
ず
、
と
は
是
意
志
の

一
五
七
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金
剛
の
如
く
に
輩
固
に
な
り
し
時
な
り
。
開
辮
軍
が

一
た
び
怒
奮
を
嚢
し
て
叱
吃
す
る
時
百
萬
の
軍
勢

一
時
に
破
る
と

は
最
も
不
断
の
意
志
が
最
も
牢
張
に
集
中
し
た
る
力
な
り
。
軍
人
が
弾
雨
の
中
に
立
て
弾
丸
も
能
く
射
る
事
能
は
ざ
る

は
意
力
の
不
断
に
由
り
た
る
功
果
な
り
。
念
力
張
盛
と
云
ふ
は
同
じ
く
意
志
の
不
断
に
密
接
し
た
る
力
な
り
。

不
断
の
意
志
力
を

一
時
に
集
中
す
る
時
は
非
常
な
る
力
と
な
り
、
不
生
不
断
に
活
動
し
て
は
中
庸
と
な
り
、
不
生
不

断
は
沈
着
に
し
て
、
非
常
の
不
断
力
は
輩
固
に
凝
結
し
て
金
剛
の
如
く
杢
隙
な
き
故
に
、
非
常
の
場
合
に
は
非
常
の
意

志
を
凝
結
し
、
不
生
に
は
常
恒
に
杢
隙
な
き
注
意
力
思
慮
周
到
な
る
意
志
の
力
と
な
り
て
目
的
の
正
確
を
得
せ
し
む
。

是
不
断
光
の
意
志
に
充
賞
す
れ
ば
な
り
。

人
生
修
局
の
目
的
は
回
滞
な
る
人
格
至
善
に
到
達
す
る
に
あ
り
。
回
満
な
る
人
格
は
佛
陀
是
な
り
。
至
善
の
極
は
極

榮
是
な
り
。
然
ら
ば
人
は
何
を
修
し
て
園
滞
な
る
人
格
佛
陀
と
成
り
至
善
な
る
安
寧
國
に
到
達
す
る
事
を
得
る
や
。

回
満
な
る
人
格
と
は
最
も
能
く
意
志
の
鍛
錬
意
志
の
光
明
赫
々
と
し
て
間
断
な
く
中
正
を
得
る
人
を
聖
人
と
云
ふ
。

人
は
生
れ
稟
け
た
る
責
性
天
稟
に
し
て
其
の
天
賦
の
器
相
同
じ
か
ら
ざ
る
に
せ
よ
、
各
自
は
自
己
の
費
性
を
目
滞
に
完



全
に
嚢
達
し
遺
憾
な
き
ま
で
賞
行
し
て
其
の
天
分
を
全
う
し
全
力
を
養
し
て
已
ら
ば
足
れ
り
。
人
己
が
天
稟
を
完
全
に

鍛
錬
ｔ
園
満
に
嚢
達
し
天
分
を
蓋
す
時
は
佛
子
た
り
、
菩
薩
た
り
。
水
品
は
水
品
の
性
を
顧
は
じ
金
剛
石
は
金
剛
石
た

る
資
性
を
願
は
す
べ
し
。
張
い
て
水
晶
を
琢
磨
し
て
金
剛
石
と
篤
せ
と
云
ふ
の
謂
に
あ
ら
ず
。

世
に
各
自
の
意
志
印
ち
道
徳
意
志
を
完
全
に
鍛
練
し
て
其
人
と
し
て
の
天
分
を
泰
し
た
る
も
の
は
回
満
な
る
人
格
な

ｈ
ソ
。人

世
に
悪
人
と
目
せ
ら
れ
惰
蒻
者
と
名
づ
け
ら
る
ゝ
人
に
も
、
精
神
の
奥
室
に
は
営
に
光
を
放
た
ん
と
す
る
要
性
の

伏
蔵
す
る
あ
ら
ん
。
之
を
佛
性
と
日
ふ
。
斯
性
能
を
有
し
乍
ら
自
ら
之
を
開
嚢
し
光
輝
を
赫
々
た
ら
し
め
光
明
を
活
動

す
る
の
意
志
な
き
者
は
賞
に
是
罪
人
た
り
。
荀
も
常
識
を
備
ふ
可
き
責
性
あ
る
上
は
自
己
の
資
性
を
完
全
に
嚢
展
し
天

分
を
泰
す
の
志
な
か
る
べ
か
ら
ず
。

光
明
教
會
が
世
人
を
勘
告
す
る
事
は
各
自
己
の
伏
蔵
奥
室
を
開
嚢
し
全
力
を
表
し
て
倒
れ
て
止
ま
ん
と
ま
で
の
意
志

を
立
て
よ
と
云
ふ
に
あ
り
。
是
荀
も
佛
性
を
具
備
し
て
人
間
と
生
れ
た
る
第

一
の
本
務
な
り
。
こ
の
人
生
の
本
務
人
間

と
し
て
の
天
分
を
蓋
さ
ず
し
て
可
な
ら
ん
や
。
此
本
務
を
蓋
す
の
第

一
要
件
は
意
志
の
奥
な
る
心
霊
の
光
明
を
以
て
几

て
の
意
志
活
動
を
偏
邪
を
去
り
中
正
を
得
て
盆
向
上
し
至
善
に
向
ひ
其
天
分
を
泰
す
に
あ
り
。

一
五
九
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斯
意
志
を
し
て
目
的
を
達
せ
し
む
る
も
の
は
不
断
光
な
り
。
汝
が
意
志
何
に
封
し
て
も
不
断
光
を
以
て
注
意
せ
よ
、

時
間
的
に
も
不
断
に
熟
考
せ
よ
。

不
断
光
に
不
生
と
非
常
と
の
別
あ
り
。
不
生
に
は
不
断
光
の
意
志
印
ち
本
心
の
光
能
く
自
己
の
氣
質
を
返
照
し
自
己

の
氣
質
の
偏
執
を
自
覺
す
。
此
偏
執
を
固
守
す
る
も
の
は
全
く
鍛
練
の
足
ら
ぎ
る
も
の
な
り
。

能
く
志
氣
を
し
て
偏
執
し
て
中
庸
を
失
ひ
ま
た
時
間
的
に
或
時
は
物
に
熱
中
し
或
時
は
冷
却
し
心
意
中
席
を
得
ぎ
る

は
、
未
だ
鍛
練
足
ら
ず
本
心
の
光
な
く
唯
形
氣
の
質
に
一
任
す
る
が
故
な
り
。
人
心
是
殆
し
と
は
氣
質
に
偏
す
る
が
故

な
り
。

人
形
氣
の
質
な
る
も
の
は
若
し
く
は
遺
体
的
に
又
は
習
慣
の
力
よ
り
し
て
其
の
人
々
の
氣
質
に
票
け
た
る
も
の
各
相

同
じ
か
ら
ず
。
或
は
貪
戻
な
る
あ
り
、
又
物
に
凝
結
せ
る
あ
り
、
陽
氣
な
る
あ
り
、
陰
氣
な
る
あ
り
、
急
性
な
る
あ

り
、
緩
性
な
る
あ
り
。
各
自
其
の
偏
僑
せ
る
あ
り
て
天
性
の
自
己
の
偏
執
は
自
ら
弱
踏
た
る
を
自
売
し
て
之
を
陶
汰
し

て
而
し
て
後
初
め
て
中
席
を
得
る
な
り
。
高
等
な
る
人
格
と
篤
る
べ
き
事
を
知
ら
ず
、
自
己
の
票
け
た
る
偏
執
は
自
己



の
氣
質
に
一
任
す
る
時
は
、
盆
々
偏
執
の
習
慣
と
な
り
て
氣
質
の
篤
に
中
席
を
失
ふ
。
本
心
の
光
明
に
よ
り
て
、
偏
を

去
り
中
を
得
、
邪
を
除
き
正
に
復
す
。
此
中
正
を
得
て
不
生
中
席
を
得
る
も
の
は
本
心
の
不
断
光
な
り
。
氣
質
は
偏
執

あ
る
が
故
に
或
事
に
は
熱
中
し
或
事
に
は
冷
淡
に
し
て
自
己
の
氣
に
適
す
る
人
を
ば
偏
愛
し
適
せ
ざ
る
人
を
ば
慣
悪

す
。
本
心
中
正
を
得
る
時
は
偏
執
の
失
に
陥
る
事
な
し
。
中
正
を
得
ざ
る
も
の
は
回
滞
な
る
人
格
た
る
能
は
ず
。

不
断
光
は
聖
霊
が
偏
邪
を
去
り
て
中
正
の
意
志
と
し
て
不
断
に
霊
的
活
動
し
、
自
己
を
正
し
又
他
を
正
し
う
す
る
に

あ
り
。

一
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一
我
　
慢
―
―
卜
”
【
申
ゴ
｝
「
い
韓
な
嗜
」
と
一
ょ
く
感
ぜ

一
。
み
一
迷
な
り
。

預
。

供
幸
幅
を
貪
り
高
等
な
る
聖
霊
熊
菩
提
を
汚
す
浮
世
執
着
。

世
俗
的
情
操
と
い
ふ
て
人
の
天
然
は
意
志
の
垢
あ
り
て
、
紳
の
紳
聖
態
に
適
應
せ
ぬ
悪
素
質
あ
り
。
警
へ
ば
も
と
員

金
の
鎖
垢
の
中
に
あ
る
如
く
、
之
を
除
き
去
る
に
非
ざ
れ
ば
金
性
を
願
は
す
こ
と
能
は
ざ
る
如
く
、
如
末
性
が
諸
の
煩

僣
野
卑
の
垢
に
覆
は
れ
て
紳
霊
態
を
覆
ふ
。
未
だ
高
等
な
る
宗
教
に
よ
り
で
精
練
せ
ざ
る
も
の
ゝ
情
操
は
高
岱
な
る
理

想
も
な
く
紳
的
志
節
な
く
ま
こ
と
に
野
卑
な
る
人
間
的
情
操
を
い
づ
る
こ
と
能
は
ず
。

世
界
的
動
機
印
ち
娑
婆
執
着
は
浮
世
に
執
着
し
て
意
志
が
欲
望
す
る
虎
は
感
覺
的
欲
望
に
し
て
、
或
は
名
春
植
威
を

貪
り
利
を
求
め
榮
華
を
望
む
等
の
す
べ
て
の
望
み
。
こ
の
現
世
物
質
界
を
超
へ
て
目
的
を
心
盤
界
に
求
め
望
を
紳
の
國

一
二ハ
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一
六
四

に
い
た
す
こ
と
を
欲
せ
ず
。
況
や
願
作
佛
心
に
於
て
を
や
。

我
執
は
主
我
執
著
な
り
。
人
は
本
能
幸
稲
主
義
な
る
が
故
に
、
之
を
恣
に
し
て
生
育
す
る
と
き
は
我
慾
の
み
主
張
し

自
に
利
あ
ら
ん
か
ぎ
り
は
飽
ま
で
も
欲
望
し
、
他
を
安
じ
衆
と
利
を
同
ふ
せ
ん
と
欲
す
る
の
志
な
し
。

之
等
は
意
志
の
垢
な
り
。
此
光
に
よ
つ
て
天
然
意
志
の
垢
は
是
皆
粥
陀
の
意
志
に
適
せ
ざ
る
も
の
と
し
て
排
除
す
。

之
は
治
極
の
方
面
な
り
。
此
光
に
よ
り
て
従
来
の
天
然
精
神
を
超
越
し
て
道
徳
力
行
を
さ
わ
る
も
の
を
除
か
ば
自
由
意

志
な
り
。
是
よ
り
は
意
志
を
二
面
と
し
自
己
と
蒲
陀
の
意
志
と
な
り
。
自
己
は
悪
の
本
な
る
を
以
て
常
に
自
己
離
腕
に

自
克
に
つ
と
め
、
爾
陀
の
意
志
責
現
に
進
む
べ
し
。
爾
陀
の
意
志
と
は
紳
盤
態
。
こ
の
静
盤
に
化
せ
ん
が
篤
に
常
に
意

を
注
ぎ
盤
化
す
べ
し
。
盤
化
と
い
ふ
も
極
め
て
翠
固
な
る
道
徳
に
外
な
ら
ず
。

意
志
の
垢
印
ち
爾
陀
の
紳
霊
態
に
適
せ
ざ
る
悪
素
質
腕
却
す
れ
ば
爾
陀
の
紳
聖
同
化
の
意
志
と
し
て
輩
固
な
る
道
徳

態
と
な
り
末
る
。

意
志
の
垢
を
排
除
ｔ
て
霊
格
を
成
さ
ん
と
欲
す
る
に
は
勇
猛
な
る
意
力
を
以
て
之
を
碑
嘱
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
替
ヘ

ば
鎖
垢
を
去
つ
て
金
性
を
顧
は
す
が
如
し
。
天
然
の
自
己
は
鎖
垢
に
し
て
盤
態
は
員
金
の
如
し
。
世
俗
情
操
と
世
界
幸

爾
執
着
を
み
な
破
り
利
己
主
義
を
排
除
せ
ん
が
篤
め
に
十
二
光
の
聖
徳
に
意
を
注
ぎ
、
こ
の
聖
光
は
悉
く
我
等
を
墨
化



せ
ん
が
篤
の
光
明
な
れ
ば
、
こ
の
爾
陀
の
観
念
を
賞
現
せ
ん
が
篤
に
欲
す
る
願
望
、
こ
の
道
徳
的
動
機
の
最
上
衝
動
を

道
徳
的
情
操
と
す
。
こ
の
願
望
、
道
徳
的
最
上
衝
動
は
印
ち
聖
盤
態
菩
提
心
な
り
。

菩
提
心
と
は
印
ち
願
往
生
心
な
り
。
願
往
生
心
と
は
願
作
佛
心
な
り
。
願
作
佛
心
と
は
願
度
衆
生
心
な
り
。
是
上
求

菩
提
下
化
衆
生
の
心
常
に
爾
陀
に
安
立
せ
る
精
神
ヽ
爾
陀
の
回
滞
な
る
意
志
責
現
と
し
て
行
動
し
、
自
己
が
爾
陀
に
紳

聖
化
せ
ら
れ
る
如
く
、　
一
切
の
衆
生
を
も
悉
ぐ
爾
陀
に
据
化
同
化
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
願
望
し
、
衆
生
を
し
て
之
に
同
化

せ
し
め
ば
紳
的
安
寧
を
得
べ
し
。

蒲
陀
の
霊
化
の
意
志
は
紳
聖
正
義
忍
辱
勇
猛

一
心
寂
静
謹
慣
精
進
智
慧
等
と
な
り
て
活
動
す
。
慈
悲
正
直
清
潔
清
簾

節
操
正
語
温
柔
恭
倹
。
等
。

回
滞
な
る
至
高
善
は
獨
阿
蒲
陀
奪
の
み
。
爾
陀
筆
の
至
善
は
之
を
知
る
こ
と
能
は
ず
。
超
人
間
ｋ
る
を
以
て
之
を
篤

象
す
る
こ
と
能
は
ざ
れ
ど
も
、
教
租
澤
奪
の
人
格
は
蒲
陀
の
意
志
賓
現
と
し
て
生
活
々
動
せ
る
を
以
て
、
之
に
比
例
し

て
超
人
格
の
統

一
せ
る
爾
陀
奪
の
至
善
を
し
る
の
み
。
教
租
は
世
俗
的
情
操
世
界
的
動
機
主
我
執
着
已
に
脱
却
し
て
ヽ

人
格
と
し
て
日
滞
、
蒲
陀
霊
化
の
意
志
と
し
て
生
活
し
た
ま
へ
り
。
爾
陀
は
主
我
的
幸
稿
を
腕
し
て
精
神
的
霊
稲
に
、

一
切
を
し
て
普
く
安
寧
な
ら
し
む
る
に
あ
り
。

一
六
五



一　二（
一（

善
と
は
人
の
悪
素
質
の
垢
を
腕
し
、
充
分
に
精
神
及
び
身
證
の
諸
能
力
を
嚢
展
せ
し
め
、
人
類
を
悉
く
安
寧
な
ら
し

め
ん
と
の
意
志
な
り
。
人
間
最
深
の
機
能
ま
で
嚢
展
せ
し
む
る
時
は
、
自
己
に
安
寧
を
得
る
の
み
な
ら
ず
、
他
の
関
係

も
盆
々
親
密
な
ら
し
め
、
人
格
と
し
て
の
回
満
な
る
精
神
生
活
を
得
ら
る
ゝ
に
あ
り
。

霊
化
に
よ
り
、
世
俗
情
操
を
聖
盤
態
菩
提
心
に
。

世
界
的
（う
き
ょ
）
動
機
を
上
求
菩
提
、
願
作
佛
心
に
。



不
断
光
の
霊
化

意
志
を
霊
化
し
、
聖
菩
提
心
と
し
、
修
局
目
的
に
協
力
し
、
聖
意
賓
現
す
る
行
動
。

意
志
の
信
仰
は
賓
行
に
あ
り
。
印
ち
回
向
嚢
願
心
な
り
。
知
力
に
聖
霊
を
知
見
し
、
心
情
に
融
合
心
盤
の
花
開
き
、

意
志
賓
行
は
結
果
な
り
。

意
志
の
願
望
は
上
如
末
に
冥
合
し
、
下
衆
生
と
共
に
安
寧
を
求
め
、
之
を
賓
現
的
に
行
篤
す
る
に
あ
り
。

治
極
的
に
は
世
俗
情
操
、
世
界
（う
き
ょ
）
動
機
、
我
執
幸
語
の
如
き
天
然
的
我
意
と
、
世
界
に
規
定
せ
ら
れ
た
る
意

志
は
無
上
菩
提
に
適
せ
ざ
る
も
の
と
し
て
之
を
排
除
す
。

積
極
に
は
我
意
を
聖
意
に
伏
し
、
個
人
目
的
を
超
え
て
如
末
の
修
局
目
的
に
参
典
す
る
に
あ
り
。

機
制
我
は
因
果
に
規
定
せ
ら
れ
自
然
に
支
配
せ
ら
れ
道
徳
自
由
得
ざ
る
の
み
に
非
ず
、
我
は
罪
悪
の
根
本
、
内
慾
我

慾
こ
れ
よ
り
生
じ
我
の
幸
稲
の
外
に
欲
望
な
く
個
人
の
外
に
目
的
な
し
。
こ
の
我
意
に
道
徳
の
根
擦
を
求
む
べ
か
ら
ず

機
制
我
を
超
え
て
其
最
深
の
根
底
た
る
員
我
を
嚢
見
し
、
員
我
に
我
意
を
伏
し
一
切
の
感
情
意
志
等
を
支
配
せ
し
む
。

一
六
七



一
六
八

員
我
は
如
末
の
一
大
員
我
の
泉
源
と
連
絡
し
、
之
を
無
上
道
心
と
云
ふ
。
是
道
徳
的
最
高
等
の
衝
動
印
ち
道
徳
的
情

操
こ
の
如
末
の
員
我
と
連
絡
せ
る
道
徳
的
情
操
よ
り
意
志
印
ち
心
盤
に
韓
じ
責
行
的
信
仰
と
な
る
。
人
が
如
来
の
泉
源

よ
り
自
己
の
心
霊
に
湧
き
出
る
聖
霊
に
よ
り
て
、
道
徳
の
修
養
に
力
行
し
、
我
意
に
封
し
克
己
的
に
聖
意
責
現
の
菩
提

心
を
輩
固
に
し
て
、
意
志
を
盤
化
す
。

霊
化
は
如
末
の
恩
寵
な
り
。
最
深
の
員
我
よ
り
信
念
に
湧
き
出
る
霊
に
よ
つ
て
道
徳
練
修
す
る
時
は
、
我
意
に
属
す

る
煩
慣
を
訓
練
し
つ
い
に
韓
じ
て
菩
提
と
甕
化
す
。
心
盤
は
知
情
意
を
致

一
せ
る
霊
的
精
神
。
心
盤
は
如
末
の
思
寵
よ

り
啓
示
の
紳
聖
に
自
律
道
徳
を
命
し
、
正
義
と
し
て
は
、
我
意
を
服
し
聖
意
賓
現
の
篤
に
天
賦
を
果
さ
ん
と
欲
す
。

無
限
の
恩
寵
が
人
の
心
情
に
は
融
合
安
立
の
霊
稿
を
典
え
、
意
志
に
は
如
末
の
目
的
に
協
力
し
て
聖
意
賞
現
に
行
動

す
。如

末
の
恩
寵
た
る
啓
示
に
て
解
腕
し
霊
化
し
た
る
精
神
心
盤
印
ち
菩
提
心
な
り
。

超
世
俗
盤
化
の
心
霊
は
志
節
高
省
に
天
人
欽
仰
し
八
部
恭
敬
す
。
憲
遠
の
志
氣
高
節
。
笙
租
の
徳
容
温
顔
、
世
の
榮

辱
の
篤
に
一
念
も
動
ぜ
ず
。
導
師
の
勘
化
。
康
公
の
清
節
。
高
く
人
天
を
出
で
善
く
人
間
を
度
す
。

道
徳
観
念
を
責
現
せ
ん
と
す
る
一
般
願
望
を
菩
提
心
と
云
ひ
、
ま
た
願
作
佛
心
、
願
度
衆
生
心
、
願
往
生
心
、



佛

生

霊
的
動
機
の
欲
望
は
順
作
佛
心
と
願
度
衆
生
心
と
な
り
。
願
作
佛
心
と
は
自
己
の
奥
底
な
る
法
身
の
分
た
る
霊
性
妻

展
せ
ら
れ
、
報
身
の
心
光
に
霊
化
せ
ら
れ
、
己
を
回
滞
に
完
成
し
、
現
世
を
通
じ
て
永
遠
の
浄
土
を
責
現
せ
ん
と
の
欲

望
た
り
。

願
度
衆
生
の
望
の
前
に
は
、
縁
な
き
衆
生
は
度
し
難
し
悪
言
罵
辱
も
彼
を
導
く
の
縁
と
せ
ん
、
況
ん
や
好
意
を
以
て

己
に
待
す
る
も
の
を
や
。
共
に
念
佛
し
て
同
生
を
求
め
、
法
喜
藤
悦
の
味
を
わ
か
た
ん
。

一
切
は
同
胞
な
り
。
共
に
如
来
の
聖
意
を
腱
し
て
、
慈
心
を
以
て
相
現
、
同
情
を
以
て
相
念
ひ
、
諸
の
衆
生
と
共
に

安
寧
を
得
ん
こ
と
を
願
ふ
。
之
を
度
生
の
欲
望
と
す
。

一
六
九



一
七
〇

不
断
光
と
志
操

不
断
光
は
意
志
を
解
腕
霊
化
す
る
光
、
そ
の
本
質
は
、
紳
聖
正
義
、
金
剛
智
慧
態
。

悪
素
質
は
世
俗
情
操
、
世
界
的
動
機
、
主
我
幸
稲
主
義
、
斯
の
如
き
の
志
操
は
聖
霊
菩
提
心
に
違
す
。

聖
盤
菩
提
心
と
は
願
作
佛
心

（紳
聖
霊
化
の
欲
望
）
、
度
衆
生
心
（法
性
不
等
、
紳
の
不
等
の
慈
悲
心
を
自
己
の
意
志

と
し
て
衆
生
を
盤
化
せ
ん
と
）
、
願
往
生
心

（員
理
の
帰
す
る
虎
を
知
り
て
、
衆
生
と
共
に
終
局
目
的
に
、
ま
た
一
切

を
し
て
最
終
の
霊
稲
の
篤
に
）
、
ど
の
意
志
の
願
望
な
り
。

世
俗
的
情
操
は
人
情
的
人
倫
的
志
操
を
第

一
義
と
し
、
高
く
紳
聖
的
に
封
す
る
志
節
員
理
に
封
す
る
情
操
な
く
、
道

義
の
如
き
は
あ
し
か
ら
ざ
る
も
、
志
操
に
至
つ
て
は
世
俗
野
卑
な
る
を
死
る
る
能
は
ず
。
無
上
道
の
志
操
は
挺
然
と
し

て
屈
せ
ず
、
い
か
な
る
境
遇
も
此
志
操
を
憂
ず
る
能
は
ず
、
人
間
無
上
の
名
春
も
威
植
も
こ
の
無
上
道
の
た
め
に
は
志

節
を
換
ふ
る
能
は
ず
。

牟
尼
修
道
の
途
上
に
王
舎
城
に
さ
し
か
か
る
時
、
頻
婆
沙
羅
王
こ
の
沙
門
に
、
吾
國
位
を
以
て
子
に
興
へ
ん
、
請
ふ



之
を
諾
せ
よ
と
。
太
子
挺
然
と
し
て
志
節
を
憂
ぜ
ず
。

無
上
道
の
志
操
は
何
か
は
此
の
霊
魂
を
け
が
さ
ん
と
の
志
操
な
り
。
肉
證
や
名
春
を
以
て
の
人
情
的
情
操
に
非
ざ
る

な
り
。
其
情
操

一
に
無
上
道
を
志
求
し
、
蒲
陀
に
封
す
る
情
操
に
は
命
も
名
春
も
何
も

一
と
し
て
顧
る
こ
と
な
き
志
節

な
り
。

世
界
的
動
機
は
世
間
的
欲
望
に
し
て
、
其
意
志
の
望
む
虎
は
感
覺
的
か
或
は
名
春
植
威
な
り
。
か
ゝ
る
意
志
を
超
越

し
て
超
然
と
し
て
獨
り
朗
か
に
意
志
高
く
天
に
聟
へ
無
上
道
を
志
求
す
。

意
志
の
嚢
動
的
な
る
を
以
て
常
に
上
至
奪
の
聖
意
の
責
現
を
所
つ
て
止
ま
ざ
る
と
同
時
に
、
感
情
に
は
か
の
責
現
の

聖
旨
に
封
し
て
感
謝
の
感
情
を
す
つ
る
こ
と
な
か
れ
。
感
情
は
受
動
的
な
る
を
以
て
、
か
の
受
け
つ
つ
あ
る
恩
寵
に
感

謝
し
奉
つ
る
な
り
。
然
れ
ど
も
意
志
が
波
羅
密
多
と
し
て
は
常
恒
不
断
の
進
歩
に
非
ざ
れ
ば
い
か
で
か
嚢
達
す
べ
け
ん

や
。
念
々
に
新
に
責
現
し
念
々
に
感
謝
し
共
に
離
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な
り
。
紳
聖
正
義
恩
寵
と
一
切
能
と
は
至
奪
の

聖
意
と
仰
ぐ
べ
し
。

法
蔵
日
、

「
吾
れ
誓
ふ
佛
を
得
ん
ま
で
に
普
く
斯
願
を
行
じ
て
一
切
の
恐
燿
の
篤
め
に
大
安
を
作
（な
）
さ
ん
。
た
と

ひ
佛
有
り
て
百
千
萬
億
無
量
に
し
て
大
聖
の
敷
恒
沙
の
如
く
な
ら
む
に
、　
一
切
の
斯
ら
の
諸
佛
を
供
養
せ
ん
よ
り
は
、

一
七

一



一
七
二

道
を
求
め
て
堅
正
に
し
て
郁
（し
り
そ
）
か
ざ
ら
ん
に
は
如
か
じ
ピ

（道
と
は
無
上
道
。
回
滞
完
全
た
る
紳
の
意
志
に
霊
化
す
べ
き
道
。
最
殊
勝
な
る
動
機
。）

又

「
た
と
へ
無
量
佛
土
悉
く
巌
浄
に
し
て
光
明
あ
る
も
我
作
佛
の
國
土
を
し
て
第

一
な
ら
し
め
ん
。
ｒ其
衆
奇
妙
に
し

て
道
場
超
絶
し
、
國
泥
恒
の
如
く
に
し
て
等
双
な
か
ら
ん
。
我
営
に
一
切
を
哀
慈
し
度
腕
す
べ
し
。
十
方
よ
り
末
生
せ

ん
も
の
心
悦
清
浄
に
し
て
す
で
に
我
國
に
到
り
な
ば
快
楽
安
穏
な
ら
し
め
ん
。」

（人
類
を
し
て
最
園
滞
に
安
寧
な
ら
し
め
ん
と
の
怖
望
。
宗
教
及
道
徳
倫
理
の
目
的
こ
こ
に
あ
つ
。
是
肉
慾
幸
爾
主

義
の
快
業
に
あ
ら
ず
し
て
、
人
類
精
神
の
最
回
滞
に
嚢
展
し
最
終
の
目
的
な
る
精
神
、
不
等
な
る
至
員
至
美
の
霊
界
を

精
神
に
顧
し
た
る
な
り
。）

「幸
（ね
が
は
）
く
は
佛
信
明
し
た
ま
へ
。
是
れ
我
が
員
證
な
り
。
願
を
彼
れ
に
嚢
こ
し
て
所
欲
を
力
精
せ
ん
。
十
方

の
世
奪
智
慧
無
碍
な
り
。
常
に
此
奪
を
し
て
我
が
心
行
を
知
ら
し
め
ん
。
た
と
へ
身
を
諸
の
苦
毒
の
中
に
止
（を
）
く
と

も
、
我
が
行
は
精
進
に
し
て
、
忍
ん
で
終
３
じ
に
悔
い
ざ
ら
む
。」

久
遠
賞
成
の
蒲
陀
、
人
類
を
播
取
し
救
霊
す
べ
き
軌
轍
を
顧
さ
ん
が
篤
に
法
蔵
の
應
身
を
示
し
て
客
饉
の
至
奪
の
聖

意
を
顧
は
じ
給
ひ
た
る
な
り
。
十
方
世
奪
智
憲
無
碍
と
は
十
方
数
多
の
佛
在
ま
す
が
如
く
な
れ
ど
も
賓
を
剋
し
て
論
ぜ



ば
泰
十
方
無
碍
光
の
法
蔵
の
本
佛
に
し
て
常
恒
永
遠
に
一
切
を
漏
取
し
救
済
す
る
と
こ
ろ
。

是
ら
は
量
化
の
意
志
の
模
範
と
見
る
べ
き
も
の
な
り
。
不
断
光
の
光
盆
と
し
て
は
此
の
法
蔵
の
因
地
の
志
願
は
悉
く

盤
化
の
意
志
と
相
應
す
。

自
己
の
意
斯
の
如
く
盤
化
せ
し
や
否
を
自
ら
検
す
べ
し
。

法
然
上
人
の
門
弟
二
人
罪
科
せ
ら
れ
、
上
人
の
流
罪
は
一
向
専
修
興
行
の
故
な
れ
ば
と
て
、
門
人
等
歎
き
て
、
老
い

の
御
身
、
遼
遠
の
海
波
に
赴
き
給
は
ば
御
命
安
全
な
ら
じ
。
願
く
は
一
向
専
修
を
停
む
べ
き
由
を
奏
し
て
此
罪
を
遁
れ

む
と
、
勘
め
た
て
ま
つ
れ
ば
、
上
人
の
た
ま
は
く
、
流
刑
更
に
恨
み
と
す
べ
か
ら
ず
。
精
神
已
に
浄
土
に
安
住
す
、
此

肉
何
の
慮
る
所
あ
ら
ん
。
洛
陽
の
化
盆
年
久
し
。
邊
土
に
田
夫
野
人
を
す
す
め
ん
と
の
年
末
の
本
意
を
逐
ぐ
、
ひ
と
ヘ

に
是
朝
恩
な
り
と
。
世
間
の
機
嫌
の
篤
に
佛
租
の
素
意
に
も
と
ら
ん
。
我
た
と
へ
死
刑
に
虚
せ
ら
る
る
と
も
念
佛
の
弘

通
の
事
い
は
ず
ば
あ
る
べ
か
ら
ず
、
と
の
至
誠
心
を
見
る
べ
し
。

世
俗
的
情
操
は
常
識
的
人
倫
を
根
擦
と
し
て
安
立
せ
る
情
操
を
云
ふ
。
人
道
に
超
越
し
て
天
を
根
擦
と
せ
ば
宗
教
的

な
つ
。
超
世
俗
情
操
は
死
生
の
篤
に
も
紳
の
意
志
に
安
立
し
て
憂
ぜ
ざ
る
志
操
。

孔
子
が
自
己
を
奉
げ
て
天
に
托
し
自
己
の
篤
す
所
は
天
之
を
な
さ
し
む
と
信
ず
。
天
徳
を
予
に
生
ず
桓
魅
そ
れ
予
を

一
七
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如
何
せ
ん
。
天
の
斯
文
を
喪
さ
ざ
る
や
匡
人
そ
れ
予
を
如
何
せ
ん
。

死
生
の
篤
め
に
も
紳
の
意
志
に
安
立
し
て
憂
せ
ざ
る
志
操
。

ソ
ク
ラ
テ
ス
死
刑
の
宣
告
を
受
け
て
後

ハ
ー
モ
セ
ニ
ス
に
告
げ
て
曰
く
、
何
故
汝
は
世
界
に
於
て
生
活
を
継
績
す
る

よ
り
も
此
世
に
別
離
を
告
る
こ
と
を
自
己
に
と
り
て
最
善
な
り
と
す
る
紳
の
命
を
驚
愕
な
す
か
と
云
ひ
、
従
容
和
不
死

を
見
る
故
郷
に
帰
る
が
如
く
な
り
き
。

孔
子
が
非
常
の
時
に
生
死
の
岸
頭
に
立
つ
時
に
常
に
天
を
呼
び
、
天
に
自
己
を
托
せ
る
こ
と
自
己
の
篤
す
と
こ
ろ
は

自
己
之
を
篤
す
に
あ
ら
ず
し
て
天
之
を
な
さ
し
む
と
信
ず
。

孔
子
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
天
と
云
ひ
、
紳
と
云
ひ
自
己
を
畢
げ
て
托
す
べ
き
も
の
あ
り
て
之
に
安
立
せ
り

と
云

ひ
し

も
、
そ
の
紳
な
る
も
の
が
諦
に
十
二
の
光
明
を
も
て
衆
生
に
関
係
せ
ん
と
の
深
奥
な
る
意
義
は
未
だ
し
ら
ざ
り
し
な
ら

ん
。超

世
俗
情
操
と
は
榮
辱
生
命
利
害
の
篤
に
も
泰
然
と
し
て
動
か
ざ
る
志
節
情
操
な
り
。
宇
宙
の
本
證
に
徹
照
し
、
萬

物
の
主
た
る
無
量
光
壽
に
依
局
し
安
立
せ
る
情
操
は
、
現
界
を
全
く
し
て
の
榮
光
も
以
て
顧
み
る
に
足
ら
ぎ
る
を
認
め

ん
。
法
蔵
の
因
位
國
と
王
と
位
を
捨
て
無
上
道
を
求
め
し
如
き
、
悉
達
が
無
上
道
を
求
め
志
節
の
堅
固
な
る
こ
と
、
浄



飯
の
恩
愛
耶
輸
陀
羅
及
び
百
千
の
愛
を
割
つ
て
凍
々
た
る
。
又
正
覺
の
成
道
に
先
だ
ち
て
魔
王
人
天
の
欲
と
長
と
を
以

て
す
る
も
悉
達
が
志
節
を
換
へ
る
こ
と
な
し
。

國
と
位
と
身
命
を
棄
て
無
上
道
を
求
め
如
何
な
る
榮
燿
も
名
春
も
威
力
も
娯
楽
も
未
だ
畢
党
依
と
す
る
に
足
ら
ず
。

若
し
人
に
し
て
高
等
な
る
宗
教
意
志
な
か
り
せ
ば
、
其
怖
望
す
る
所
、
世
の
威
植
榮
華
娯
業
名
春
等
此
世
界
の
外
に

あ
ら
ざ
る
べ
し
。
超
然
と
し
て
自
己
の
榮
利
と
生
命
を
犠
牲
に
し
て
も
、
紳
に
つ
か
へ
こ
の
道
の
た
め
に
た
を
れ
ん
と

決
定
す
る
志
氣
あ
る
も
の
に
あ
ら
ず
。

意
志
安
立
の
基
礎
を
常
識
に
立
つ
る
も
の
は
世
俗
情
操
に
し
て
、
常
途
の
人
道
説
に
し
て
未
だ
常
識
已
上
に
安
立
の

立
脚
地
あ
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
孔
子
の
天
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
紳
の
如
き
は
未
だ
宗
教
と
し
て
は
高
等
に
進
化
し
た
る

明
暉
な
る
光
明
な
る
や
は
識
る
能
は
ず
。

世
俗
の
中
の
出
世
。
伯
夷
が
彼
の
西
山
に
登
つ
て
其
薔
を
探
る
。
暴
を
以
で
暴
に
易
ふ
。
其
非
を
知
ら
ず
。
紳
晨
虞

夏
忽
然
と
し
て
没
し
た
り
。
我
れ
安
く
に
適
い
て
帰
せ
ん
。
干
嵯
狙
か
ん
命
の
衰
へ
た
る
哉
と
。
伯
夷
叔
齊
が
清
廉
潔

白
な
る
志
節
雪
の
如
し
。
然
れ
ど
も
前
途
の
光
明
の
在
る
を
認
め
ず
。
故
に
自
己
の
運
命
の
薄
蒻
を
嘆
い
て
死
せ
り
。

司
馬
遷
が
、
伯
夷
叔
齊
が
潔
清
に
し
て
餓
死
し
顔
同
が
學
を
好
む
も
貧
に
し
て
夭
死
す
。
盗
路
が
暴
戻
な
る
も
壽
。

一
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近
世
、
横
行
不
軌
に
し
て
専
ら
忌
諄
を
犯
す
も
の
、
而
も
身
を
終
る
ま
で
逸
楽
富
厚
累
世
絶
へ
ず
。
或
は
地
を
決
つ
て

之
を
ふ
み
、
時
あ
り
て
然
し
て
後
に
言
を
出
す
。
行
く
に
径
に
よ
ら
ず
公
正
に
非
ざ
れ
ば
憤
を
生
ぜ
ず
。
而
も
謳
災
に

遇
へ
る
も
の
奉
げ
て
敷
ふ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
予
甚
だ
惑
ひ
ぬ
。
傑
く
ば
所
謂
天
道
是
耶
非
耶
と
。

常
識
を
標
準
と
し
て
制
裁
倫
理
の
根
基
と
せ
る
を
世
俗
的
情
操
と
云
ふ
。
不
々
几
々
の
情
操
よ
り
は
是
ら
に
封
し
て

天
道
是
耶
非
耶
の
嘆
を
嚢
せ
ざ
る
を
得
ず
。

邪
に
し
て
悪
を
な
し
人
倫
に
反
す
る
は
獄
。
我
慾
に
し
て
悪
を
な
し
倫
理
に
反
す
は
鬼
。
理
に
く
ら
く
獣
慾
に
し
て

横
行
な
る
は
畜
。
僑
慢
に
し
て
闘
争
を
好
む
は
修
羅
。
倫
理
を
全
う
す
る
は
人
。
高
潔
に
し
て
精
神
を
研
き
正
し
き
は

天
。志

氣
高
潔
に
し
て
高
く
物
表
に
出
で
、
員
理
の
霊
界
を
理
想
と
す
る
も
の
は
馨
聞
。

志
操
高
く
塵
を
出
で
天
員
を
自
ら
認
て
理
想
す
る
も
の
は
縁
覺
。

念
佛
者
蒲
陀
を
理
想
と
し
情
操
高
く
爾
陀
の
如
く
法
蔵
の
如
く
な
れ
。



無

上

菩

提

心

堅
固
の
信
心
印
ち
決
定
心
、
決
定
心
印
ち
無
上
々
心
、
印
ち
相
績
心
、
印
ち
淳
心
、
淳
心
は
是
億
念
な
り
。

金
剛
心
と
は
印
ち
願
作
佛
心
、
願
作
佛
心
と
は
印
ち
度
衆
生
心
な
り
。
度
衆
生
心
は
印
ち
是
衆
生
を
婿
取
し
て
安
桑

浄
土
に
生
ぜ
し
む
る
心
な
り
。

幸
稲
主
義
を
排
す
。
論
註
に

彼
の
安
楽
國
土
浄
土
に
生
ぜ
ん
と
願
ず
る
も
の
は
、
必
ず
無
上
菩
提
心
を
嚢
す
な
り
。
若
し
人
無
上
菩
提
心
を
嚢
さ

ず
し
て
、
唯
か
の
國
土
の
受
楽
無
間
な
る
を
聞
い
て
業
の
馬
の
故
に
生
ぜ
ん
と
願
ず
る
は
亦
営
に
往
生
を
得
ざ

る
べ

し
。
是
故
に
自
身
佳
持
の
楽
を
求
め
ず
、　
一
切
衆
生
の
音
を
抜
か
ん
と
欲
す
る
が
故
に
。
住
持
桑
と
云
ふ
は
曰
く
彼
の

安
楽
浄
土
は
阿
爾
陀
如
末
の
本
願
力
の
篤
に
住
持
せ
ら
れ
て
受
楽
ひ
ま
な
き
な
り
。

几
そ
同
向
の
名
義
を
澤
せ
ば
、
謂
く
、
己
が
所
集
の
一
切
の
功
徳
を
も
て
一
切
衆
生
に
施
典
し
て
共
に
佛
道
に
向
は

じ
む
。
巧
方
便
と
は
謂
く
、
菩
薩
願
ず
ら
く
己
が
智
憲
の
火
を
も
て
一
切
衆
生
の
煩
機
の
草
木
を
焼
か
ん
と
。
若
し
一

一
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衆
生
と
し
て
成
佛
せ
ざ
る
こ
と
あ
ら
ば
我
佛
に
成
ら
じ
と
。
然
る
に
衆
生
未
だ
悉
く
成
佛
せ
ざ
る
に
菩
薩
已
に
自
か
ら

成
佛
せ
ん
は
、
書

へ
ば
火
摘
を
も
て

一
切
の
草
木
を
つ
ん
で
焼
き
泰
さ
し
め
ん
と
お
も
ふ
、
草
木
未
だ
泰
ざ
る
に
火
摘

す
で
に
泰
ん
が
如
し
。
其
身
を
後
に
し
て
他
身
を
先
に
す
る
を
以
て
の
故
に
方
便
と
名
づ
く
。
此
中
に
方
便
と
云
ふ
は

謂
く
作
願
し
て
一
切
衆
生
を
掘
取
し
て
典
に
同
じ
く
彼
の
安
楽
佛
國
に
生
ぜ
し
む
。
彼
の
佛
國
は
印
ち
是
畢
党
成
佛
の

直
路
無
上
の
方
便
な
り
。

菩
提
門
と
云
は
菩
薩
是
の
如
く
よ
く
同
向
成
就
を
知
ら
ば
印
ち
能
く
三
種
の
菩
提
門
相
違
の
法
を
遠
離
す
。
何
ら
か

三
種
。

一
智
憲
門
に
依
て
自
業
を
求
め
ず
、
我
心
自
身
に
貪
著
す
る
を
遠
離
せ
る
か
故
に
、
そ
の
知
進
守
退
を
智
と
い

ひ
空
無
我
を
知
る
を
慧
と
い
ふ
。
智
憲
は
員
理
、
紳
の
意
志
に
よ
り
主
我
幸
稲
主
義
は
劣
紳
態
な
る
が
故
に
脱
却
す
べ

し
。
智
に
依
る
が
故
に
自
楽
を
求
め
ず
。
憲
に
よ
る
が
故
に
我
心
自
身
に
貪
著
す

る
を
遠
離
す
。
二
、
慈
悲
門
に
依

れ
り
。

一
切
衆
生
の
音
を
抜
い
て
無
安
衆
生
心
を
遠
離
す
。
苦
を
抜
く
を
慈
と
云
ひ
、
業
を
典
ふ
る
を
悲

と

云

ふ
。

三
、
方
便
門
に
依
る
。

一
切
衆
生
を
憐
慈
す
る
心
な
り
。
自
身
を
供
養
恭
敬
す
る
心
を
遠
離
す
る
が
故
に
正
直
を
方
と

い
ふ
。
外
己
を
使
と
い
ふ
。
正
直
に
依
が
故
に

一
切
衆
生
を
憐
感
す
る
心
を
生
ず
。
外
己
に
よ
る
が
故
に
自
身
を
供
養

し
恭
敬
す
る
心
を
遠
離
せ
り
。
是
を
三
種
の
菩
提
門
相
違
の
法
を
遠
離
す
と
名
づ
く
と
。



責

行

意
志
の
信
仰
を
菩
提
心
と
篤
す
。
こ
れ
賞
行
信
仰
に
し
て
不
断
光
に
盤
化
せ
ら
れ
て
阿
爾
の
聖
意
賞
現
と
し
て
活
動

行
動
す
。
正
に
心
情
に
於
て
阿
蒲
の
員
我
の
中
に
安
立
し
、
不
和
な
る
寂
静
な
る
自
己
の
霊
語
を
内
面
に
感
ず
る
も
、

猶
進
ん
で
紳
聖
正
義
に
ま
た
恩
寵
よ
り
霊
化
せ
る
意
志
と
し
て
責
行
を
篤
す
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
未
だ
員
の
聖
意
に
協
力

せ
し
も
の
と
い
ふ
可
ら
ず
。
此
盤
化
菩
提
心
と
は
こ
の
阿
蒲
の
目
的
に
協
つ
て
活
動
す
る
聖
意
な
り
。

湾

心
情
に
世
界
依
局
を
超
え
て
阿
爾
の
絶
封
員
我
に
依
属
す
る
と
同
じ
く
、
意
志
も
天
然
意
志
の
局
性
た
る
方
を
捨
て

韓
化
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
方
あ
り
。

世
俗
情
操
と
娑
婆
執
著
と
利
己
主
我
と
は
菩
提
心
に
は
不
適
営
と
し
て
捨
離
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
阿
蒲
の
目
的
な
る

一
七
九



一
人
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無
上
道
心
と
し
て
阿
粥
の
個
人
紳
的
活
動
す
る
は
、
治
極
に
は
一
切
の
無
上
道
を
阻
害
す
る
も
の
を
除
き
、
積
極
に
は

阿
爾
の
理
想
に
活
動
す
。
菩
提
心
に
、
意
志
の
不
道
徳
は
自
制
自
克
に
よ
つ
て
脱
却
し
、
菩
提
心
は
力
行
に
よ
つ
て
肴

進
す
。

世
俗
情
操
利
己
主
我
を
離
れ
て
、
無
上
道
心
開
展
し
て
、
堕
落
の
憂
な
き
に
至
れ
ば
印
ち
不
退
韓
の
無
上
道
心
と
篤

る
。
印
霊
化
の
意
志
な
り
。
無
上
道
心
と
云
ふ
も
至
高
善
紳
智
態
道
徳
態
に
外
な
ら
ず
。
世
間
倫
理
の
道
徳
も
形
式
に

は
異
な
る
な
き
も
、
其
内
容
の
動
機
に
於
て
異
る
の
み
。

賞
に
能
く
自
己
離
腕
し
て
紳
的
霊
化
の
意
志
是
菩
提
心
と
篤
る
。
世
間
倫
理
の
動
機
は
世
俗
情
操
に
し
て
野
卑
、
無

上
道
心
は
高
等
な
り
。

天
然
教
に
謂
ゆ
る
道
徳
も
徳
そ
の
も
の
は
別
に
異
る
に
非
る
も
唯
主
義
に
於
て
異
る
の
み
。
彼
は
帰
す
る
所
世
間
天

然
を
出
で
ず
。
其
情
操
と
動
機
に
於
て
世
俗
た
る
を
免
れ
ず
。
唯
青
史
に
記
せ
ら
れ
る
を
目
的
と
篤
す
が
如
き
の
主
我

は
程
度
卑
し
と
謂
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
天
然
の
人
に
は
世
俗
的
情
操
は
所
謂
人
情
的
道
徳
に
し
て
其
情
操
野
卑
に
し
て

其
根
底
の
人
情
を
出
る
能
は
ず
。
期
す
る
虎
名
を
後
世
に
始
す
と
云
ふ
如
き
の
動
機
を
超
え
ず
。
道
徳
其
も
の
ゝ
卑
し

き
に
あ
ら
ず
、
其
人
の
情
操
が
卑
賤
な
る
な
り
。
次
に
馨
聞
。



次
に
進
ん
で
天
然
を
超
越
し
て
、
世
俗
動
機
を
出
で
獨
り
超
然
と
し
て
高
く
物
表
に
出
で
、
情
操
高
き
こ
と
山
の
如

く
志
節
餃
潔
に
し
て
雪
の
如
し
、
五
欲
に
封
し
て
蛇
婦
の
如
き
も
、
治
極
の
一
片
の
み
に
し
て
自
調
自
度
以
て
他
を
顧

る
な
し
。
自
ら
獨
り
三
界
を
超
え
て
無
篤
に
到
ら
ん
が
篤
に
道
諦
を
修
す
る
も
の
は
馨
聞
こ
れ
な
り
。
三
界
を
超
え
世

俗
を
超
た
る
道
情
も
利
己
主
義
に
し
て
、
絶
封
阿
爾
の
中
に
立
ち
て
一
切
衆
生
と
同
じ
く
同

一
の
目
的
に
活
動
す
る
こ

と
は
未
だ
曾
て
夢
に
も
見
ざ
る
所
、
是
ま
た
大
菩
提
心
の
甚
だ
排
除
す
べ
き
情
操
な
り
。

次
に
大
乗
相
宗
三
乗
の
菩
提
心
も
超
然
主
義
に
し
て
園
満
な
る
菩
提
心
道
情
は
立
つ
も
の
に
非
ざ
る
な
り
。
何
と
な

れ
ば
相
宗
は
五
性
相
待
の
上
に
立
て
る
根
底
な
れ
ば
。

一
佛
乗
の
回
理
を
○
ら
ず

（　
　
　
　
　
）

員
の
無
上
菩
提
心
と
は
主
我
を
超
え
世
界
規
定
の
天
然
規
定
を
超
え
、
阿
爾
の
中
に
在
つ
て
阿
爾
の
個
人
と
し
て
其

目
的
に
活
動
し
て
始
め
て
其
の
無
上
道
心
と
篤
す
べ
．じ
。
主
我
と
幸
爾
主
義
は
大
に
憤
斥
す
べ
き
道
情
な
り
。
論
註
に

無
上
道
心
嚢
せ
ざ
れ
ば
阿
蒲
國
に
入
る
能
は
ず
。
若
し
人
無
上
道
心
を
嚢
さ
ず
し
て
、
但
彼
國
上
の
受
楽
無
間
な
る
を

聞
き
て
業
の
篤
の
故
に
生
ぜ
ん
と
願
ぜ
ば
亦
営
に
往
生
を
得
ざ
る
な
り
と
。
是
の
如
き
業
を
貪
る
幸
語
主
義
は
世
界
動

機
の
野
卑
な
る
道
情
に
し
て
、
其
意
志
が
阿
蒲
の
聖
意
と
は
性
質
が
異
な
る
こ
と
に
な
れ
ば
往
生
を
得
ざ
る
な
り
。
殊

に
大
に
誤
謬
す
る
虎
は
、
天
然
の
幼
稚
な
る
意
象
よ
り
、
音
楽
自
己
の
生
理
規
定
と
及
び
主
観
に
あ
り
て
、
客
観
に
反

一
人

一
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篤
す
る
こ
と
を
識
ら
ず
。
主
観
は
天
然
の
幸
稲
主
義
に
し
て
、
客
観
の
み
に
快
果
を
渇
望
す
る
如
き
は
阿
蒲
の
性
を
去

る
こ
と
遠
し
。
先
づ
自
己
の
主
我
と
幸
稲
主
義
、
此
動
物
的
生
活
の
慾
情
動
物
租
先
の
世
襲
的
情
欲
を
打
破
し
て
、
理

性
的
精
神
的
道
情
を
嚢
達
せ
し
む
る
な
り
、
阿
蒲
の
理
性
を
以
て
す
べ
て
全
精
神
生
活
を
統
括
す
る
に
至
る
べ
し
。

人
心
道
心
の
中
、
人
心
な
る
人
的
情
操
を
打
破
し
て
、
勇
を
奮
ひ
意
志
を
輩
固
に
し
て
道
徳
的
力
行
の
修
練
よ
り
盆

精
修
し
て
、
阿
粥
理
想
を
賞
現
せ
ん
と
の
紳
的
欲
望
よ
り
、
漸
次
に
修
習
終
に
輩
固
た
る
性
格
が
阿
蒲
の
聖
意
の
個
人

現
た
る
道
徳
最
上
衝
動
に
し
て
之
を
無
上
菩
提
と
名
づ
く
。
完
全
回
滞
な
る
道
徳
情
操
に
し
て
あ
ら
ゆ
る
道
徳
情
操
の

最
高
等
に
住
す
。

此
道
徳
的
情
操
は
表
面
は
個
人
の
如
く
な
る
も
、
其
内
面
は
絶
封
無
上
道
意
と
致

一
し
、
形
而
上
論
の
無
碍
光
の
個

人
活
動
に
外
な
ら
ず
。



無

上

菩

提

心

無
上
道
意
と
は
阿
爾
の
一
切
慧
に
し
て
、
個
人
に
費
現
し
て
人
の
嚢
菩
提
心
と
篤
る
。
内
面
致

一
の
故
に
、
此
道
専

よ
り
阿
爾
の
内
容
に
向
つ
て
は
盆
々
其
目
的
に
無
限
の
進
歩
せ
ん
と
欲
望
す
る
は
上
求
菩
提
と
い
ひ
、　
一
切
の
衆
生
は

阿
爾
の
理
性
た
る
を
自
ら
意
識
せ
ず
し
て
自
ら
惑
ふ
て
沈
愉
せ
ん
と
す
る
を
種
々
方
便
を
も
て
自
己
と
同
じ
く
阿
蒲
の

内
容
に
帰
入
せ
し
め
ん
と
欲
す
る
を
下
化
衆
生
と
云
ふ
。
論
議
に
比
無
上
道
心
印
ち
是
願
作
佛
心
な
り
願
作
佛
心
印
是

度
衆
生
心
、
度
衆
生
心
印
ち
衆
生
を
播
取
し
有
佛
の
國
土
に
生
ぜ
じ
む
る
心
な
り
。
是
故
に
安
業
に
生
ぜ
ん
と
欲
す
る

者
は
要
ず
無
上
道
心
を
嚢
す
べ
し
と
。
願
作
佛
心
と
は
上
阿
爾
の
目
的
に
協
力
し
、
度
衆
生
と
は
阿
爾
の
理
性
内
の
衆

生
を
悉
く
阿
爾
内
容
に
開
展
し
て
帰
入
せ
し
め
る
な
り
。
有
佛
の
國
土
に
生
ず
る
と
云
ふ
も
身
死
し
て
後
入
と
云
ふ
に

非
ず
意
志
の
韓
依
を
生
と
す
。
論
議
に
人
よ
く
阿
爾
の
法
身
を
意
識
す
れ
ば
世
界
の
衆
生
は
虚
妄
な
る
こ
と
を
識
る
。

し
か
れ
ば
衆
生
は
理
性
あ
り
な
が
ら
妄
の
方
面
の
み
に
迷
ふ
、
哀
む
べ
し
。
依
て
慈
悲
が
生
ず
。
又
員
責
の
法
身
印
ち

理
性
を
知
れ
ば
員
賓
に
阿
爾
′に
婦
依
が
起
る
衆
生
の
虚
妄
を
知
れ
ば
慈
悲
が
起
る
。

一
方
に
は
昴
依
が
起
る
に
依
て
上
¨

一
人
三



一
人
四

に
爺
依
し
。
下
に
慈
悲
あ
る
故
に
方
便
回
向
を
篤
す
。
菩
薩
は
阿
爾
の
聖
意
た
る
一
切
の
功
徳
を
施
す
も
自
身
利
己
幸

薦
主
義
に
非
ず
し
て
、
聖
意
責
現
と
し
て
、　
一
切
衆
生
の
悪
素
質
を
抜
い
て
自
己
と
同
じ
く
阿
爾
中
に
開
展
し
て
蹄
趣

せ
し
め
ん
こ
と
を
欲
望
す
。
彼
の
國
土
の
楽
を
聞
き
て
自
己
快
業
主
義
は
阿
爾
に
入
る
能
は
ず
。
阿
爾
の
理
性
に
協
ふ

て
一
切
衆
生
と
同
じ
終
局
に
帰
せ
ん
と
欲
し
て
一
切
の
集
む
る
所
の
功
徳
を
一
切
と
共
に
佛
道
に
向
ふ
な
り
。

方
便
と
は
菩
薩
願
望
す
、
己
の
智
慧
の
火
印
ち
阿
爾
の
慧
、
恩
寵
開
展
を
以
て
一
切
の
衆
生
の
煩
機
の
草
木
を
焼
か

ん
に
、
若
し
一
衆
生
と
し
て
成
佛
せ
ざ
る
あ
ら
ば
我
作
佛
せ
ず
。

然
ら
ば
衆
生
未
だ
悉
く
成
佛
せ
ざ
る
に
菩
薩
己
に
成
佛
す
る
は
、
印
ち
火
○
を
以
て
草
木
を
焼
て
悉
く
焼
蓋
さ
ん
と

思
ふ
に
草
木
未
だ
に
泰
さ
る
ゝ
に
○
日
に
蓋
る
が
如
く
、
其
身
を
後
に
す
る
身
に
先
だ
つ
が
如
し
。
故
に
行
方
便
と
名

づ
く
。
今
曰
く
。
火
○
は
菩
薩
な
り
、
火
は
阿
粥
の
憲
法
界
に
偏
し
て
、
鯛
る
る
も
の
と
し
て
信
機
開
展
し
て
惑
亡
せ

ざ
る
な
し
。
方
便
と
は
一
切
衆
生
を
婿
取
し
て
共
に
阿
爾
國
に
更
生
せ
し
め
ん
と
願
望
す
。

遠
離
三
種

一
智
憲
門
に
依
て
自
業
を
求
め
ず
我
心
の
自
身
に
貪
著
す
る
意
象
を
捨
て
よ
。
知
に
依
つ
て
幸
稲
主
義
は

員
理
に
非
ぎ
る
を
知
り
求
め
ず
。
憲
に
依
て
主
我
を
捨
つ
。



二
、
慈
悲
門
、　
一
切
衆
生
の
音
を
抜
て
衆
生
を
安
ん
ず
る
心
な
き
を
遠
離
せ
よ
。
慈
に
依
て
衆
生
の
音
を
抜
き
悲
に

よ
つ
て
衆
生
を
安
ん
ず
る
無
き
心
を
離
る
。

三
、
方
便
門
、　
一
切
を
憐
ま
ぬ
心
と
自
身
を
供
養
し
恭
敬
す
る
心
を
遠
離
す
。

巳
上
約
し
て
云
は
ヽ
幸
稲
主
義
と
主
我
執
と
は
聖
意
に
適
せ
ざ
る
故
に
腕
せ
よ
。
ま
た
一
切
に
於
て
神
的
同
情
な
ら

ぎ
る
べ
か
ら
ず
。

こ
の
三
種
は
治
極
の
方
に
て
積
極
の
方
は
三
種
随
順
菩
提
門

一
、
無
染
清
浄
心
、
自
業
を
求
め
ず
菩
提
の
無
染
清
浄
心
に
紳
的
活
動
す
。

二
、
安
清
浄
心
、　
一
切
の
抜
音
を
以
て
、
菩
提
は
一
切
衆
生
最
終
安
寧
の
虎
、　
一
切
の
音
を
抜
い
て
阿
爾
安
寧
に
婿

取
せ
し
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
若
し
之
を
作
さ
ざ
れ
ば
菩
提
に
違
す
、
之
を
作
す
が
故
に
順
ず
る
な
り
。

三
、
業
清
浄
心
、　
一
切
を
し
て
菩
提
を
得
せ
し
む
る
を
以
て
の
故
に
衆
生
を
無
取
し
て
阿
蒲
に
帰
入
せ
し
む
る
が
故

に
。
菩
提
は
是
畢
党
常
業
の
虎
。
若
し
衆
生
を
し
て
畢
党
常
桑
得
せ
し
め
ざ
れ
ば
印
ち
菩
提
に
違
ふ
。
畢
党
安
楽
を
得

る
は
大
乗
門
に
依
る
、
印
ち
安
楽
佛
土
是
な
り
。
又
播
取
衆
生
彼
國
土
故
に
。
之
を
三
種
随
順
菩
提
門
を
名
づ
く
。

智
憲
と
慈
悲
印
ち
解
腕
方
便
の
致

一
。

一
八
五



一
人
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智
憲
と
は
佛
智
見
啓
示
に
よ
り
て
、
自
己
を
解
腕
し
て
員
我
の
中
に
融
合
し
て
、
佛
の
慈
悲
と
致

一
し
、
解
腕
に
よ

り
て
天
然
の
主
我
と
幸
稲
主
義
を
超
越
し
た
り
。
唯
解
腕
の
み
に
て
之
に
安
ん
ぜ
ば
幸
謳
主
義
た
る
を
見
れ
ず
。
之
よ

り
進
ん
で
阿
爾
の
目
的
に
活
動
す
べ
き
天
職
を
果
さ
ゞ
る
可
ら
ず
。
然
れ
ど
も
啓
示
に
よ
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
知
見
の
眼

な
く
し
て
菩
提
の
正
道
い
か
に
し
て
進
む
こ
と
を
得
べ
け
ん
。
自
ら
未
だ
解
腕
せ
ざ
れ
ば
天
然
の
若
僣
を
解
腕
す
べ
き

理
性
あ
る
を
識
ら
ざ
れ
ば
い
か
に
し
て
ま
た
他
に
普
及
す
る
意
志
を
嚢
す
る
こ
と
あ
ら
ん
。
解
腕
し
て
初
め
て
聖
意
賞

現
と
し
て
行
動
し
他
を
も
自
己
と
同
じ
く
婿
化
せ
ら
る
べ
き
こ
と
を
知
り
て
ま
た
他
に
及
ぼ
す
。

註
に
、
知
見
と
慈
悲
と
方
便
と
の
三
は
般
若
を
掘
取
す
。
般
若
は
方
便
を
掘
取
す
。
般
若
は
如
に
達
す
る
憲
。
方
便

は
植
に
通
ず
る
知
の
総
な
り
。
如
に
達
す
と
は
内
面
に
阿
爾
に
致

一
し
、
灌
に
通
ず
と
は
客
観
の、衆
生
の
機
を
省
み
、

備
に
應
じ
て
無
碍
な
り
。
然
れ
ば
印
ち
智
憲
と
方
便
と
は
相
縁
て
動
し
相
縁
て
静
な
り
。
智
慧
は
衝
動
よ
り
方
便
し
て

衆
生
を
度
す
た
め
に
活
動
す
。
智
憲
な
く
ば
度
生
の
道
徳
衝
動
も
あ
る
な
し
。
亦
智
と
方
便
と
相
縁
て
静
な
り
。
た
と

へ
ば
表
面
に
は
紳
的
活
動
止
ま
ざ
る
も
、
内
面
に
は
阿
粥
の
中
に
安
住
し
て
寂
静
と
し
て
照
る
。
故
に
い
か
程
紳
的
活



動
は
げ
し
く
も
内
面
の
寂
静
を
失
は
ず
。
同
時
に
た
と
へ
阿
爾
の
常
寂
光
土
に
安
住
す
る
も
、
外
に
聖
意
賞
現
の
活
動

を
慶
せ
ず
。
故
に
般
若
と
方
便
と
を
失
は
ず
と
。
悉
く
是
阿
爾
の
主
観
客
観
雨
界
の
顧
現
に
外
な
ら
ず
。
般
若
と
方
便

と
に
依
ら
ざ
れ
ば
菩
薩
の
徳
成
就
す
る
こ
と
な
し
。
若
し
智
慧
な
く
印
ち
啓
示
に
よ
つ
て
阿
爾
の
内
容
に
帰
せ
ざ
れ
ば

印
ち
韓
倒
に
堕
せ
ん
、
天
然
の
主
我
幸
稲
に
堕
す
。
若
し
方
便
な
く
し
て
、
阿
爾
の
内
面
致

一
に
解
腕
せ
ば
、
印
ち
賞

際
を
證
す
る
も
単
に
解
腕
に
安
ん
じ
て
幸
頑
主
義
に
堕
落
す
べ
し
。
是
故
に
應
に
知
る
べ
し
遠
離
我
心
貪
着
自
身
と
無

安
衆
生
心
と
恭
敬
自
身
心
と
を
遠
離
す
べ
し
。
主
我
幸
稲
利
己
は
菩
提
心
を
障
ふ
。
世
間
に
障
得
の
相
多
し
。
風
は
静

を
障
へ
水
は
火
を
障
へ
五
逆
十
悪
は
人
天
を
障
へ
四
倒
は
馨
聞
果
を
障
へ
、
此
三
種
は
菩
提
心
を
障
ふ
。

無
染
清
浄
心
、
安
清
浄
心
、
業
清
浄
心
。
此
の
三
心
を
致

一
し
て
妙
楽
勝
員
心
を
成
就
す
。
業
に
三
種
の
中
、
法
業

印
ち
智
慧
所
出
業
な
り
。
之
佛
の
功
徳
を
愛
す
る
よ
り
起
れ
り
。
前
三
心
清
浄
に
し
て
増
進
す
る
を
妙
楽
勝
員
心
と
馬

す
。
妙
と
は
内
容
佛
と
致

一
の
故
に
、
勝
と
は
三
界
の
業
に
勝
出
す
。
員
と
は
虚
偽
な
ら
ず
顛
倒
な
ら
ず
。
乃
○
此
四

種
功
徳
に
よ
り
て
阿
蒲
の
中
に
韓
生
す
。
菩
薩
五
種
法
門
随
順
し
て
随
意
自
在
成
就
す
。
所
謂
身
と
口
と
意
と
智
と
方

便
。
智
業
は
随
順
法
門
の
故
に
随
意
自
在
な
り
。
此
五
種
功
徳
能
く
浄
土
に
生
す
。
出
没
自
在
。

日
向
に
二
種
ｏ
主
観
客
観
の
二
種
あ
り
。
主
観
は
自
己
阿
粥
の
修
局
目
的
に
活
動
す
る
は
向
上
門
印
ち
往
相
な
り
。

一
八
七



一
八
八

次
に
客
観
界
に
紳
的
活
動
し
て
菩
提
の
行
篤
他
を
播
化
す
る
は
還
相
ま
た
向
下
門
と
云
ふ
利
他
な
り
。
謂
ゆ
る
大
慈
悲

を
以
て
一
切
苦
機
の
衆
生
を
観
察
し
て
生
死
の
煩
機
の
林
に
同
○
し
遊
戯
紳
通
悉
く
阿
粥
の
責
現
と
し
て
衆
生
を
化
す

之
を
還
相
と
名
づ
く
。

無
上
菩
提
印
阿
爾
目
的
は
世
界
に
偏
在
し
て

，
切
を
終
局
に
括
化
せ
し
む
る
性
能
力
な
れ
ば
人
が
こ
の
大
勢
力
に
致

一
す
る
を
嚢
菩
提
心
と
名
づ
く
。
こ
の
無
上
道
態
は
絶
封
な
れ
ば

一
切
衆
生
も
同

一
の
理
性
が
最
深
に
具
有
す
。
依
て

自
己
の
如
く

一
切
を
し
て
悉
く
播
化
せ
し
め
ん
が
篤
に
方
便
活
動
す
る
を
利
他
と
名
づ
く
。
自
利
利
他
と
も
同

一
阿
粥

の
性
能
の
主
観
客
観
の
雨
界
に
賞
現
し
た
る
に
外
な
ら
ず
。

故
に
註
に
、
無
上
道
と
は
此
道
理
を
窮
め
性
を
蓋
し
て
更
に
過
る
も
の
な
し
。
正
は
聖
智
法
相
な
り
。
法
相
無
相
の

故
に
聖
知
は
無
智
な
り
。
亦
正
偏
智
と
も
云
ふ
。

一
、
聖
知
、
偏
く

一
切
の
法
を
知
る
。
二
、
法
身
、
偏
く
法
界
に
偏

し
若
し
は
身
若
し
は
心
偏
せ
ざ
る
虎
な
し
。
道
と
は
無
碍
道
な
り
。
経
に
云
く
、
十
方
無
碍
に
し
て
一
道
よ
り
生
死
を

出
づ
と
。

一
道
と
は
無
碍
道
。

無
上
菩
提
心
と
は
、
約
し
て
云
へ
ば
治
極
に
は
天
然
の
主
我
と
幸
稲
印
ち
快
楽
主
義
は
人
情
的
に
し
て
情
操
野
卑
な

れ
ば
金
に
鍍
垢
あ
る
如
し
。
人
の
天
然
人
情
的
垢
質
を
除
き
て
超
然
た
る
高
筒
の
理
想
と
な
る
。
ま
た
馨
聞
主
義
と
は



天
然
を
超
え
た
る
も
治
極
的
に
し
て
利
己
主
義
。
阿
爾
の
偏
員
に
帰
入
し
て
、
聖
意
賞
現
の
勢
能
を
知
ら
ず
。
次
に
超

然
主
義
の
菩
薩
は
時
間
的
に
阿
蒲
を
遠
く
三
祗
の
後
に
あ
ら
ざ
れ
ば
致

一
せ
ず
、
又
は
空
間
的
十
萬
億
土
を
経
ざ
れ
ば

融
合
す
る
能
は
ず
。
況
ん
や
其
賞
現
的
活
動
を
や
。

今
回
具
教
で
は
、
絶
封
阿
爾
の
一
切
智
能
の
性
能
中
の
衆
生
な
れ
ば
、
天
然
の
主
我
及
す
べ
て
に
適
せ
ざ
る
垢
質
腕

却
す
れ
ば
、
印
ち
阿
粥
の
理
性
よ
り
聖
意
賓
現
と
し
て
目
的
中
に
活
動
し
、
自
己
の
み
な
ら
ず
、
同

一
理
性
の
阿
蒲
の

個
々
な
れ
ば
、
自
他
の
差
別
な
く
同
じ
慈
悲
を
以
て
、
自
己
の
阿
蒲
彼
を
照
し
彼
の
阿
蒲
是
を
誘
ひ
、
主
客
同

一
の
大

道
態
修
局
絶
封
に
昴
入
す
。
然
れ
ど
も
其
本
饉
は
無
窮
に
常
に
活
動
す
る
無
上
道
態
な
り
。

清
浄
光
　
歓
喜
光
　
智
慧
光
　
不
断
光

一
人
九

絡
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丼

榮

聖

者

暑

停

編

者

謹

誌

大
ミ
オ
ヤ
の
無
霊
の
大
悲
に
催
ほ
さ
れ
て
、
此
の
上
に
輝
き
出
で
給
ひ
し
丼
榮
聖
者
は
、
安
政

六
年
二
月
二
十
日
下
絶
國
鷲
の
谷
の
念
佛
者
山
崎
嘉
不
氏
の
長
男
に
生
えて
受
け
給
ふ
。
家
に
在
り

ぞ
ん

て
農
事
に
動
み
學
業
を
好
む
こ
と
世
の
常
な
ら
ず
、
十
二
歳
の
時
爾
陀
三
奪
を
笙
中
に
想
見
し
て

あ
ふ
れ
　
　
　
　
　
　
　
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
一
歳
に
し
て
出
家
の
素
志
を
途
げ
、
近
村
東
漸
寺

憧
憬
の
念
に
堪

へ
ず
、
寛
に
明
治
十
二
年
二
十

の
碩
學
大
康
上
人
に
師
事
し
、
毎
夜
熟
睡
三
時
間
の
外
は
雑
用
に
學
間
に
忙
し
く
、
貫
く
に
念
佛

一
行
整
夜
断
え
間
な
く
、
或
時
は
手
の
不
に
油
を
入
れ
之
に
浸
し
た
る
燈
心
を
燈
し
、
或
時
は
腕

の
上
に
線
香
や
職
燭
を
燈
し
て
佛
前
に
供

へ
、
以
て
そ
の
忍
力
佛
道
修
行
に
堪

へ
得
る
や
を
試
し

給
ふ
。
東
京
に
遊
學
し
て
卍
山
上
人
に
就
き
て
華
厳
を
修
め
し
央
ば
に
は
法
界
観
の
三
昧
園
か
に

現
前
し
、
明
治
十
五
年
蒙
浄
Ｌ
に
無
り
て
至し己
念
佛
のぁ嚇
―こき
は
則
配
三
麻
■
ィ
ど
獲
欲
し
給
ふ
。

爾じ
獄

一
畢

一
動
全
く
配
湖
に
相
應
し
、
施せ
、
撚
、
乱
ヽ
封
ヽ
既
ヽ
慧ゑ
ヽ
い
く
る
こ
と
な
く
、
大
康

一
九
二



一
九
四

上
人
の
意
を
経
い
で
五
香
に
新
寺
創
立
を
志
し
明
治
二
十
七
年
本
堂
落
成
に
至
る
ま
で
は
、
雨
漏

あ
ば
ら
や

わ
ら

る
康
家
に
夜
も
燈
無
け
れ
ば
線
香
の
火
を
頼
り
に
聖
査
を
描
き
、
厳
寒
に
も
重
ね
着
せ
ず
藁
を
積

ち
よ
う
ぜ
ん

ゆ
み
よ
う
　
　
し
よ
う
み
よ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ん
り
ゆ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ち
え
ん

ん
で
蒲
□
と
な
し
、

超

然
と
し
て
勇
猛
に
浴

名

し
給
ふ
。
建

立

寄
附
も

一
人

一
厘
の
結
縁
と

あ

ん
ぎ

や

　

　

も

し
て
遠
近
を
行
脚
中
若
し
貧
窮
者
に
遇

へ
ば
月
日
重
ね
て
喜
捨
ふ
」積
み
し
金
米
全
部
之
に
施
し
て

か

ん
じ
ん

あ
り

ね

ん
ど

更
に
叉

一
厘
よ
り
勘
進
を
始
め
給
ふ
。
途
を
踏
む
に
蟻
は
勿
論
若
草
ま
で
も
懇
ろ
に
之
を
避
け
、

大
康
上
人
の
訃
音
に
接
し
て
は
“　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
が

即
座
に
追
恩
別
行
に
入
つ
て
不
臥
念
佛

一
百
日
に
及
び
給
ふ
。
更

だ
い
し
よ
う
し
や
く
そ
ん

に

一
切
経
讀
了
。
明
治
廿
七
八
年
印
度
に
渡
り
て
大

聖

澤
奪
の
御
蹟
を
巡
昇
し
、
婦
朝
し
て
は

あ
　
み
　
だ
き
よ
う
ず

え

あ
ま
ね
　
　
　
　
み
よ
う
ど
う

東
西
に
巡
教
し
阿
爾
陀
組
回
檜
を
施
し
給
ふ
こ
と
廿
五
萬
餘
部
、
普
く
米
粒
名
琥
を
施
し
て
か
り

に
も

一
馨
幕
名
の
縁
を
結
び
給
ふ
こ
と
賞
に
無
敷
、
難
化
の
有
縁

一
人
の
篤
に
も
数
年
方
便
し
て

猶
措
か
ず
、
寺
の
積
遇
を
辞
り
態
々
下
男
室
に
夜
を
明
し
て
動
化
の
縁
を
求
め
、
夜
寒
の
町
に
貧

者
を
訪
れ
て
は
営
日
供
養
を
う
け
し
下
着
を
腕
ぎ
興
へ
て
如
来
∩
Ｆ

ひ

）大
悲
を
喜
び
あ
ひ
給
ふ
。
日
毎

夜
毎
の
停
道
に
疲
れ
し
色
も
な
く
忙

中

に
僅

の
閑
を
得
て
は
加
　
　
そ
ん‥
き
よ
３

川来
の
奪
像
教
化
の
御
文
に
筆
を



運
び
、
汗
血
の
に
じ
む
慈
悲
の
雫
が
幾
千
枚
、
そ
の
奉
謝
の
金
は

群
と

く
會
堂
の
創
建
と
な
り
學

園
の
創
立
と
な
り
敷
萬
の
文
書
敷
十
萬
の
證
弄
儀
の
施
本
に
充
て
給
ふ
。
食
卓
の
上
浴
室
の
中
至

る
所
皆
説
法
の
道
場
に
て
、　
一
所
不
住
の
年
中
巡
教
極
寒
極
熱

一
日
の
休
養
も
な
き
間
に
宿
所
の

縁
に
随
つ
て
は
古
今
の
書
籍
近
代
科
學
に
至
る
ま
で
孜
々
と
し
て
研
め
給
ひ
、
又
書
、
歌
、
詈
栞
、

五
筆
の
書
等
諸
技
悉
く
利
生
の
方
便
な
ら
ぎ
る
な
し
。
菫
應
内
に
浦
ち
て
、
念

々
不
捨
腹
息
ま
で

自
ら
稀
名
す
る
程
な
り
し
間
に
も
論
法
に
非
れ
ば
讀
書
、
讀
書
に
非
れ
ば
書
き
物
、
賞
に

一
寸
の

光
陰
も
篤
す
こ
と
無
く
し
て
過
し
給
ふ
こ
と
な
く
、
集
る
浄
財
は
悉
ぐ
利
他
の
用
に
供

へ
て
反
古

紙

一
枚
を
も
節
約
し
て
そ
の
裏
に
原
稿
を
書
き
給
ふ
。　
一
切
の
時

一
切
の
虜
、
た
ゞ
こ
れ
佛
作
佛

す
ん
げ
き

行
、
寸
隙
な
き
そ
の
御
行
状
に
接
し
て
は
始
め
奪
大
に
構
へ
し
人
も
皆
恭
敬
し
て
其
の
教
に
額
か

ざ
る
な
く
、
諸
宗
は
勿
論
耶
蘇
教
の
牧
師
に
至
る
ま
で
豪
心
し
て
そ
の
門
に
入
る
。
首
唱
し
給
ふ

光

明

主
義
の
光
萬
民
に
被
る
所
、

念
佛
三
昧
各
地
に
盛
に
行
は
れ
入
信
の
行
者
幾
萬
皆
悉
く
値

遇
の
御
恩
を
感
泣
し
て
壼
未
来
際
の
願
行
に
奮
ひ
立
つ
。
超
え
て
大
正
九
年
吹
雪
に
更
く
る
北
越

一
九
五



一
九
六

の
夜
寒
身
に
泌
む
動
化
の
旅
に
老
い
の
御
馨
に
蓋
き
ぬ
如
来
の
御
慈
悲
を
待

へ
て
最
後
の
三
昧
會

を
木
枯
悲
し
き
柏
崎
に
導
か
れ
給
ひ
し
十
二
月
四
日
遷
化
し
給
ふ
。

仰
ぎ

惟

れ
ば
内
證

甚

深
く
外
用
亦
廣
大
に
、
全
分
度
生
の
無
我
の
力
が
無
作
の
精
進
に
願

れ
給
ふ
丼
榮
聖
者
の
御

一
生
は
、
如
来
光
明
の
さ
な
が
ら
の
反
映
に
在
せ
ば
、
誰
か
大
慈
悲
の
霊

應
を
仰
が
ざ
ら
む
。
誰
か
光
明
の
拓
化
を
信
ぜ
ざ
ら
む
。



嚢

行

所

取

次

所

非

賣

品

聖
者
清
浄
光
歎
喜
光
智
慧
光
不
断
光

昭
和
三
十
五
年
十
月
二
十

一
日
嚢
行

編
輯
兼
嚢
行
人
東
京
都
港
Ｅ
芝
白
金

今
里
町
八
十
二
番
地
寓
居
田
中
木
叉

印
刷
人
東
京
都
千
代
田
匠
紳
田
紳
保

町
三
ノ
一
〇
番
地
春
山
治
部
左
衛
門

東
京
都
港
匠
芝
白
金
今
里
町
八
二

ミ

オ

ヤ

の

ひ

か

兵
庫
縣
菫
屋
市
六
麓
荘
町
四
三

光
　
明
　
會
　
本
　
部

り
　
苑

聖
　
堂



仏
陀
禅
那
弁
栄
聖
者
御
著

難

憂
尭

・清
晃

・歓
亮

・墓

半
酔

と

平
成

一
一
年

七

月

編
　
　
　
者

発
　
行
　
者

耕
栄
聖
者
御
入
滅
七
十
周
年

記
念
出
版

光

明

会

本

部

Ｆ

所

　

光

明

会

本

部

〒
棚
　
兵
庫
県
芦
屋
市
六
麓
荘
町
二
〇
上
一〇

電
　
話
　
ｏ
貨
七
１
２２
‐
四
九
〇

一
番

振

替

神
戸

千

上

ハ

四

番

印
　
刷
　
所

東
進
印
刷
工
芸
株
式
会
社

田 四

日

中
 復

干1

木

叉



耕
栄
聖
者
御
入
滅
七
十
周
年

記
念
出
版

ヽ
ソ

ト

御
遺
稿
集
刊
行
日
録

ミ
オ
ヤ
の
光
　
四
冊

一
セ

光
明
大
系

無
量
光
寿

不
断
光

附

仏
法
物
語

無
邊
光

無
凝
光

・
無
封
光
（合
本
）

炎
王
光

・
清
浄
光

・
歓
喜
光

・
智
慧
光

難
思
光

・
無
称
光

・
超
日
月
光

人
生
の
帰
趣

光
明
の
生
活

道
詠
集

お
慈
悲
の
た
よ
り
　
上
巻

お
慈
悲
の
た
よ
り
　
中
・下
巻
（合
本
）

〔既
　
刊
〕

〔既
　
刊
〕

〔既
　
刊
〕

〔復
刻
版
〕

〔復
刻
版
〕

・
不
断
光
（合
本
）

〔復
刻
版
〕

〔復
刻
版
〕

〔復
刻
版
〕

〔復
刻
版
〕

〔復
刻
版
〕

〔復
刻
版
〕

〔復
刻
版
〕
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